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C O N T E N T S

「仕事、楽しいです」と、「えがお」で答
えてくれたのは癒し系の平山さん。
昨年の5月に入組し、購買事業の商品

管理を担当。
「今後は、仕事がはかどるようにExcel
の資格取得を目指しています。また、組
合員さんから徴収したお金の計算には
神経をつかっていますね」と、始終「え
がお」の平山さんも真剣な顔つき。
朝5時過ぎには事務所に入り、昼頃ま

で勤務。交代で7時からの出勤の日もあ
るとのこと。
以前の生活とは大きく様変わりした

にも関わらず、とても前向きで、日々を
充実させているご様子。
「朝が早くても、午後は自由な時間。
その時間を活用して、岩盤浴や興味の
あるリンパマッサージに行きたい。他
にも､3歳から習っていたピアノをやめ
てしまったのでもう一度チャレンジし
てみたいです」と話してくれました。
好きなアーティストは「浜崎あゆみ」。

袋井のエコパスタジアムで行われる
「あゆ」のコンサートには必ず行きま
す！と目を輝かせていました。

静岡市水産物商業協同組合
（静岡市葵区）

＊資源保護のため再生紙を使用しています。
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平成22年度

静岡県の組合設立白書
全新設組合の概要とその目的

平成22年度、県内で設立認可を受けた組合は13組合。全国的に組合の設立件数が伸び悩む中、本県で
は3年連続で同数（13組合）の設立を保った。
少人数、少額出資による設立傾向は相変わらず続き、一組合平均の出資総額は127万円と過去最少を
更新した。
設立目的（主要事業）では、前年度1組合だった共同受注事業が5組合に大きく増加。地域振興や研究開
発を目的とした設立も目立った。

平
成
二
二
年
度
中
に
静
岡
県
内
で
設
立
の
認
可

を
受
け
た
組
合
は
一
三
組
合
。全
国
的
に
組
合
の

設
立
件
数
が
低
迷
す
る
中
、本
県
で
は
前
年
度（
二

一
年
度
）、前
々
年
度（
二
〇
年
度
）と
同
数
の
設
立

数
を
保
っ
た（
図
表
①
）。

こ
こ
数
年
で
す
っ
か
り
定
着
し
た
少
人
数
に
よ

る
設
立
。二
二
年
度
も
そ
の
傾
向
は
続
き
、組
合
員

数
が
ヒ
ト
ケ
タ
台
の
設
立
は
一
三
組
合
中
九
組

合
。一
組
合
平
均
の
組
合
員
数
は
一
〇
．九
人
だ
っ

た（
図
表
②
③
）。

一
組
合
平
均
の
出
資
総
額
は
一
二
七
万
円
、最

高
出
資
総
額
組
合
は
二
九
〇
万
円
。と
も
に
二
〇

年
度（
平
均
一
三
五
万
円
、最
高
額
三
〇
〇
万
円
）

を
下
回
り
、デ
ー
タ
が
残
る
昭
和
四
三
年
以
降
で

は
最
も
少
な
い
値
と
な
っ
た（
図
表
④
⑤
）。

組
合
員
一
人
あ
た
り
の
払
込
出
資
金
額
は
一
一

六
千
円
。過
去
最
少
だ
っ
た
前
年（
七
九
千
円
）よ

り
増
加
し
た
も
の
の
、出
資
の
少
額
化
の
流
れ
は

変
わ
ら
な
い
。

設
立
目
的（
主
要
事
業
）で
は
、前
年
度
、一
組
合

に
止
ま
っ
た
共
同
受
注
事
業
が
五
組
合
へ
と
大
き

く
増
加
し
た（
図
表
⑥
）。

伊
東
緑
化
事
業
協
同
組
合
は
、伊
東
市
内
で
芝

の
生
産
や
築
庭
、庭
園
の
剪
定
に
携
わ
る
園
芸

サ
ー
ビ
ス
・
造
園
工
事
業
者
二
九
社
が
設
立
。小
室

山
公
園
や
藤
の
広
場
、大
平
の
森
な
ど
、伊
東
市
内

の
公
園
施
設
を
中
心
に
緑
化
木
維
持
管
理
業
務
の

受
注
を
予
定
。さ
ら
に
、民
需
を
含
め
新
規
受
注
先

特集

図表①

平成22年度は未集計
全国数値は全国中央会の集計による

組合設立件数の推移（平成元年以降）

全国 852 848 942 1,003 970 898 903 863 894 792 845 862 851 828 816 868 806 827 578 514 369
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の
開
拓
に
も
力
を
注
ぐ
。

伊
豆
の
国
市
の
指
定
を
受
け
、配
水
管
の
漏
水

修
理
等
を
受
注
し
て
き
た
水
道
工
事
業
者
が
結
束

し
た
の
が
伊
豆
の
国
市
上
下
水
道
協
同
組
合
。市

よ
り
委
託
を
受
け
、配
水
管
の
漏
水
修
理
や
メ
ー

タ
ー
の
交
換
業
務
な
ど
の
水
道
工
事
を
共
同
受

注
。漏
水
修
理
は
年
間
約
二
〇
〇
件
、メ
ー
タ
ー
交

換
業
務
は
約
一
五
〇
〇
件
を
見
込
む
。

伊
豆
市
の
一
般
廃
棄
物
処
理
業
者
四
社
で
立
ち

上
げ
た
伊
豆
市
一
般
廃
棄
物
協
同
組
合
は
、市
か

ら
の
一
般
廃
棄
物
の
収
集
運
搬
業
務
の
受
注
を
目

指
す
。さ
ら
に
組
合
組
織
を
活
用
し
、地
震
等
災

害
時
の
ご
み
の
収
集
運
搬
な
ど
を
通
じ
た
地
域
貢

献
や
循
環
型
社
会
の
構
築
に
も
積
極
的
に
関
わ
っ

て
行
く
。

異
業
種
が
連
携
し
、相
乗
効
果
を
活
か
し
て
、受

注
の
確
保
を
目
指
そ
う
と
い
う
動
き
も
目
立
つ
。

宍
原
フ
ァ
ー
ム
植
物
工
場
プ
ラ
ン
ト
事
業
協
同

組
合
は
、冷
熱
装
置
、産
業
機
器
、機
械
商
社
、農
業

事
業
者
、給
食
事
業
の
異
業
種
五
社
が
ノ
ウ
ハ
ウ

を
融
合
さ
せ
、植
物
工
場
プ
ラ
ン
ト
製
造
の
共
同

開
発
や
受
注
を
行
お
う
と
法
人
化
。農
業
へ
の
新

規
参
入
を
検
討
す
る
企
業
な
ど
へ
の
売
込
み
を
中

心
に
営
業
展
開
を
努
め
る
の
が
基
本
方
針
だ
。

浜
松
市
や
磐
田
市
の
税
理
士
、社
会
保
険
労
務

士
、行
政
書
士
、経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
四
人
が

立
ち
上
げ
た
の
が
、静
岡
経
営
支
援
協
同
組
合
。

人
事
・
労
務
、人
材
育
成
・
経
営
力
強
化
、税
務
、

経
営
診
断
、事
業
承
継
な
ど
企
業
か
ら
寄
せ
ら
れ

る
幅
広
い
相
談
に
対
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業

務
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
受
注
す
る
。

セ
ン
ト
ラ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
事
業
協
同

組
合
も
県
東
部
地
域
の
会
計
事
務
所
や
法
律
事
務

所
、経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
業
な

ど
専
門
家
六
社
が
組
織
化
。共
同
で
開
発
し
た
経

営
支
援
ソ
フ
ト
を
共
同
販
売
し
、販
路
の
拡
張
を

図
る
と
と
も
に
、専
門
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務

を
受
注
斡
旋
。中
小
企
業
の
問
題
解
決
や
経
営
力

向
上
に
も
寄
与
す
る
。

組合活性化情報

中小製造業の業況と｢円高｣、｢デフレ｣の影響等に関する緊急調査

図表② 組合員数の推移
13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

1 － － － － － － － － －
7 5 3 5 4 4 3 6 3 2

10 8 5 7 8 11 5 5 5 7
4 4 0 1 1 0 1 1 1 1
1 1 3 1 0 1 0 0 0 1
2 2 0 2 1 1 0 1 1 2
1 1 0 1 0 0 0 0 3 0

26 21 11 17 14 17 9 13 13 13

図表③ 一組合あたりの平均組合員数と最多組合員の推移

一組合平均出資額は127万円。過去最少を更新した

図表④ 出資金の推移（金額単位：万円）
13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

0 0 0 0 0 2 0 5 2 5
11 7 5 7 3 7 4 3 5 3

7 8 4 6 4 4 1 2 3 2
3 2 0 1 0 0 2 3 1 3
4 2 2 1 1 2 0 0 0 0
1 2 0 2 6 2 2 0 2 0

26 21 11 17 14 17 9 13 13 13

図表⑤ 一組合あたりの平均出資金と最高出資額組合の推移

図表⑥ 過去10年間の組合主要事業の推移
13 14 15 16 17 18 19 20 21 22
15 9 3 4 5 8 － 5 1 5
－ － － 1 － － － － － －
1 － － 1 1 3 1 1 － 1
2 3 1 2 2 － 4 4 2 3
－ － 2 2 2 1 － － 1 －
－ － － － － － － － 4 －
－ － － － 2 2 － － － －
－ 1 － － － － 1 － － －
－ － 1 1 1 1 1 － 2 1
1 1 － － － － － － － －
4 4 4 5 1 2 1 2 1 2
3 3 － 1 － － 1 1 2 1
26 21 11 17 14 17 9 13 13 13計

共同施設の維持・管理
外国人研修生共同受入れ
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計

前年度1組合だった共同受注を主事業に据える組合が5組合への大幅増

101～200
201～300
301～500

501～

年度（平成）

年度（平成）

100未満
100

21人～50人
51人～

計
※平成13年度の｢4人未満｣は協同組合連合会

4人
5人～10人

11人～15人
16人～20人

組合員数10人未満が全体の7割占める

年度（平成）
4人未満

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

29人29人

10.9人

0

20

40

60

80

100

120

13 14 15 16 17 18 19 20 21 22
0

5

10

15

20

25

30

最多組合員
平均組合員

組合主要事業の変遷

出　資　金

組 合 員 数

最多組合員（人）

（平成）

平均組合員（人）

最高出資金
平均出資金

平均出資金（千円）
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事
業
協
同
組
合
連
合
会
と
し
て
大
同

団
結
。県
内
で
は
平
成
一
三
年
以
来

と
な
る
協
同
組
合
連
合
会
が
誕
生
し

た
。調
査
・
研
究
事
業
や
各
協
組
が
単

独
で
行
う
よ
り
大
き
な
効
果
が
得
ら

れ
る
教
育
研
修
を
中
心
に
事
業
を
展

開
。全
県
を
網
羅
し
た
組
織
体
の
メ

リ
ッ
ト
を
活
か
し
、災
害
復
旧
活
動

に
も
積
極
的
に
貢
献
し
て
い
く
。

地
域
資
源
の
活
用
や
研
究
開
発
に

組
合
組
織
を
活
用
し
よ
う
と
す
る
組

織
化
も
活
発
だ
。

富
士
市
の
異
業
種
交
流
会
の
メ
ン

バ
ー
五
人
が
設
立
し
た
企
業
組
合
テ

ン
テ
ッ
ク
。低
コ
ス
ト
で
簡
便
に
点

滴
速
度
の
計
測
や
表
示
、滴
下
異
常

の
警
報
が
で
き
る
”点
滴
チ
ェ
ッ
カ
ー”

の
開
発

に
成
功
。点
滴
チ
ェ
ッ
カ
ー
の
販
路
拡
大
に
加
え
、

新
た
な
医
療
用
機
器
の
研
究
開
発
に
も
力
を
注
い

で
い
く
考
え
だ
。

清
水
河
岸
の
市
協
同
組
合
は
、清
水
魚
市
場
”河

岸
の
市”

の
入
店
者
二
〇
人
が
法
人
化
し
た
。

施
設
内
の
共
有
ト
イ
レ
の
管
理
、ご
み
処
理
、防

虫
駆
除
、水
道
光
熱
や
共
同
駐
車
場
の
運
営
管
理

な
ど
を
実
施
。パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
や
イ
ベ
ン
ト

開
催
な
ど
集
客
の
強
化
や
販
売
促
進
に
取
り
組

み
、地
域
の
賑
わ
い
づ
く
り
に
も
貢
献
す
る
。

牧
之
原
市
の
”さ
が
ら
子
生
れ
温
泉
会
館”

に

隣
接
し
た
農
産
物
販
売
所
を
運
営
す
る
農
業
生
産

者
七
人
が
設
立
し
た
子
生
れ
の
里
企
業
組
合
。さ

つ
ま
い
も
や
レ
ン
コ
ン
、こ
ん
に
ゃ
く
、ス
イ
カ
、

柿
な
ど
二
〇
を
超
え
る
農
産
物
に
加
え
、ジ
ャ
ム

や
漬
物
、芋
切
干
な
ど
の
農
産
物
加
工
品
の
製
造

販
売
、さ
ら
に
は
新
商
品
開
発
に
も
乗
り
出
す
。

経
済
環
境
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、原
材
料
費
の

上
昇
や
取
引
先
か
ら
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
要
請
、

仕
入
コ
ス
ト
の
低
減
な
ど
を
通
じ
た
経
営
の
合
理

化
に
共
同
で
対
処
す
る
た
め
、共
同
購
買（
購
入
）

事
業
を
活
用
す
る
組
合
も
多
い
。

中
部
Ｉ
・Ｂ
・Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
同
組
合
は
県

西
部
地
区
や
豊
橋
市
の
異
業
種
九
社
が
結
束
。各

種
資
材
や
工
具
類
、機
械
装
置
な
ど
を
幅
広
く
共

同
で
購
入
し
、仕
入
単
価
の
大
幅
な
低
減
を
図
る
。

給
与
計
算
や
経
理
事
務
な
ど
の
事
務
も
組
合
で
代

行
し
、事
務
コ
ス
ト
削
減
に
も
貢
献
す
る
。

遠
州
地
域
の
製
造
業
五
社
で
設
立
し
た
Ｈ
Ｔ
Ｔ

協
同
組
合
も
、組
合
員
が
日
常
業
務
で
取
り
扱
う

資
材
や
副
資
材
の
共
同
購
買
を
は
じ
め
、組
合
員

の
経
営
に
関
す
る
共
通
項
を
共
同
化
し
、現
状
打

破
を
図
る
。あ
わ
せ
て
輸
送
用
関
連
部
品
や
附
属

品
等
の
共
同
受
注
に
取
り
組
む
。

磐
田
市
を
中
心
と
す
る
産
業
廃
棄
物
処
理
業
者

六
社
が
組
織
化
し
た
遠
州
エ
コ
事
業
協
同
組
合
で

は
、中
遠
広
域
事
務
組
合
が
払
い
下
げ
る
鉄
屑
や

ア
ル
ミ
ガ
ラ
、ナ
ゲ
ッ
ト
線
な
ど
有
価
物
を
共
同

で
購
入
。組
合
員
の
取
引
機
会
の
拡
大
を
図
る
と

と
も
に
、資
材
や
副
資
材
の
購
入
も
共
同
化
し
経

営
コ
ス
ト
の
圧
縮
に
寄
与
す
る
。

水
道
法
改
正
な
ど
を
受
け
、大
き
な
変
革
期
に

あ
る
県
内
一
五
の
水
道
工
事
組
合
が
静
岡
県
管
工

伊
東
緑
化
事
業
協
同
組
合

組
合
員
は
、伊
東
市
内
で
芝
の
生
産
や
築
庭
、庭

園
の
剪
定
に
携
わ
る
園
芸
サ
ー
ビ
ス
・
造
園
工
事

業
者
二
九
社
。こ
れ
ま
で
任
意
組
織
の
メ
ン
バ
ー

と
し
て
、伊
東
市
が
発
注
す
る
緑
化
木
の
維
持
管

理
業
務
を
受
注
す
る
な
ど
実
績
を
上
げ
て
き
た

が
、さ
ら
な
る
受
注
体
制
の
強
化
を
図
り
、発
注
者

の
信
頼
を
よ
り
強
固
に
す
る
た
め
法
人
化
し
た
。

組
合
で
は
、小
室
山
公
園
や
藤
の
広
場
、大
平
の

森
な
ど
、伊
東
市
内
の
公
園
施
設
を
中
心
に
緑
化

木
維
持
管
理
業
務
の
受
注
を
予
定
。さ
ら
に
、民
需

を
含
め
新
規
受
注
先
の
開
拓
に
も
力
を
注
ぐ
。

ま
た
業
務
に
必
要
な
花
木
や
肥
料
な
ど
資
材
の

共
同
購
買
、組
合
の
知
名
度
向
上
の
た
め
の
共
同

宣
伝
、技
術
力
向
上
や
人
材
育
成
を
目
的
と
す
る

教
育
研
修
事
業
な
ど
組
織
化
の
メ
リ
ッ
ト
を
フ
ル

に
活
か
し
た
事
業
も
展
開
。受
注
の
減
少
、過
当
競

争
の
激
化
、利
益
率
の
低
下
な
ど
の
厳
し
い
環
境

を
組
織
の
力
で
乗
り
切
る
構
え
だ
。

組
合
組
織
を
活
か
し
、

研
究
開
発
や
地
域
振
興
進
め
る

■ 所在地：伊東市  ■ 組合員：29人  ■ 出資金：2,900千円
■ 理事長：萩原高二郎  ■ 設立認可日：平成22年4月26日  
■ 認可行政庁：静岡県
■ 主な事業： 緑化維持管理業務の共同受注、資材の共同

購入、共同宣伝

22年度全新設組合

プロフィール　 PROFILE

　   ※設立認可順。内容は認可時点のものです。

経
営
合
理
化
や
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に

共
同
購
買
で
対
処
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静
岡
県
管
工
事
業
協
同
組
合
連
合
会

水
道
工
事
業
界
は
、水
道
法
改
正
な
ど
を
受
け
、

大
き
な
変
革
期
に
あ
る
。各
地
区
の
水
道
組
合
で

は
、従
来
以
上
に
情
報
力
・
技
術
力
の
向
上
を
通

じ
、組
合
員
企
業
と
員
外
者
と
の
差
別
化
を
図
る

必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、全
国
的
に
業
界
の
組
織
化
が
進

み
、各
地
で
次
々
と
事
業
協
同
組
合
連
合
会
が
立

ち
上
が
り
、活
発
な
活
動
を
展
開
し
始
め
て
い
る
。

こ
の
流
れ
を
受
け
、県
内
一
五
の
水
道
工
事
組
合

が
大
同
団
結
し
た
の
が
当
連
合
会
で
あ
る
。

連
合
会
で
は
、調
査
・
研
究
事
業
、技
術
や
経
営

に
関
す
る
研
修
・
講
習
会
、各
種
資
格
検
定
の
対
策

講
座
、先
進
地
視
察
な
ど
、各
協
組
が
単
独
で
行
う

よ
り
大
き
な
効
果
が
得
ら
れ
る
事
業
を
展
開
。

あ
わ
せ
て
災
害
発
生
時
の
緊
急
工
事
な
ど
に
迅

速
に
対
応
す
べ
く
、支
援
体
制
を
構
築
。全
県
を
網

羅
し
た
組
織
体
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
、災
害
復

旧
活
動
に
も
積
極
的
に
貢
献
す
る
考
え
だ
。

伊
豆
の
国
市
上
下
水
道
協
同
組
合

平
成
一
七
年
四
月
、旧
伊
豆
長
岡
町
、韮
山
町
、

大
仁
町
が
合
併
し
、伊
豆
の
国
市
が
誕
生
。こ
れ
に

伴
い
、旧
三
町
の
水
道
工
事
業
者
が
情
報
交
換
や

親
睦
事
業
、研
修
事
業
を
目
的
に
結
成
し
た
”伊
豆

の
国
市
上
下
水
道
工
業
会”

が
当
組
合
の
母
体
。

組
合
員
は
そ
れ
ぞ
れ
伊
豆
の
国
市
よ
り
指
定
を

受
け
、配
水
管
の
漏
水
修
理
等
の
工
事
を
受
注
し

て
き
た
が
、近
年
は
域
外
か
ら
多
く
の
業
者
が
参

入
。価
格
競
争
の
激
化
に
伴
う
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

が
懸
念
さ
れ
て
い
た
。こ
う
し
た
事
態
に
対
処
す

る
た
め
、組
織
化
に
踏
み
切
っ
た
。

組
合
で
は
、市
の
委
託
を
受
け
、配
水
管
の
漏
水

修
理
や
メ
ー
タ
ー
の
交
換
業
務
な
ど
水
道
工
事
を

共
同
受
注
。漏
水
修
理
は
年
間
約
二
〇
〇
件
、メ
ー

タ
ー
交
換
業
務
は
約
一
五
〇
〇
件
を
見
込
む
。

さ
ら
に
量
水
器
箱
、伸
縮
弁
、逆
止
弁
な
ど
組
合

員
に
必
要
な
機
材
や
消
耗
品
等
を
共
同
購
買
す
る

こ
と
で
、コ
ス
ト
削
減
に
も
取
り
組
む
。

セ
ン
ト
ラ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
事
業
協
同
組
合

組
合
員
は
、三
島
市
を
中
心
と
す
る
県
東
部
地

域
で
会
計
事
務
所
や
法
律
事
務
所
、経
営
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
事
務
所
、ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
業
な
ど
を
行

う
企
業
経
営
に
関
す
る
専
門
家
六
社
。

各
組
合
員
が
長
年
に
わ
た
り
蓄
積
し
て
き
た
経

営
ノ
ウ
ハ
ウ
や
専
門
知
識
を
集
約
し
、共
同
開
発

し
た
中
小
企
業
向
け
の
経
営
支
援
ソ
フ
ト（
ビ
ジ

ネ
ス
カ
レ
ン
ダ
ー
に
経
営
・
財
務
・
販
売
・
業
務
・
人

事
・
総
務
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
）を
組
合
員
の
持
つ
幅
広

い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
、顧
問
先
や
取
引
先

に
共
同
販
売
。販
路
の
拡
張
を
図
る
。

ま
た
、組
合
員
が
行
う
会
計
・
税
務
、法
律
、フ
ァ

イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、シ
ス
テ
ム
開
発
、

輸
出
入
手
続
き
業
務
、経
営
管
理
な
ど
の
専
門
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
を
組
合
が
窓
口
と
な
っ
て

受
注
斡
旋
。中
小
企
業
者
が
抱
え
る
経
営
上
の
諸

問
題
の
解
決
や
経
営
力
の
向
上
に
も
寄
与
し
て

い
く
。

組合活性化情報

中小製造業の業況と｢円高｣、｢デフレ｣の影響等に関する緊急調査

■ 所在地：三島市  ■ 組合員：6人  ■ 出資金：1,000千円
■ 理事長：亥角裕巳  ■ 設立認可日：平成22年9月24日  
■ 認可行政庁：三島市
■ 主な事業： ビジネスソフトの共同販売、コンサルティ

ング業務の受注斡旋、共同宣伝

■ 所在地：伊豆の国市  ■ 組合員：27人  ■ 出資金：860千円
■ 理事長：飯田俊治  ■ 設立認可日：平成22年9月10日  
■ 認可行政庁：静岡県
■ 主な事業：水道工事の共同受注、資材の共同購入

■ 所在地：静岡市  ■ 組合員：15人  ■ 出資金：490千円
■ 理事長：伊藤 哲  ■ 設立認可日：平成22年5月19日  
■ 認可行政庁：静岡県
■ 主な事業：調査研究、教育情報提供
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企
業
組
合
テ
ン
テ
ッ
ク

富
士
市
の
異
業
種
交
流
会
”富
士
山
麓
医
療

関
係
機
器
製
造
者
等
交
流
会”

（
富
士
医
交
会
）の

メ
ン
バ
ー
五
人
が
、平
成
一
九
年
に
立
ち
上
げ
た

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
”点
滴
チ
ェ
ッ
カ
ー
開
発

研
究
会”

が
組
合
の
前
身
。同
研
究
会
で
は
、低
コ

ス
ト
で
簡
便
に
点
滴
速
度
の
計
測
や
表
示
、滴
下

異
常
の
警
報
が
で
き
る
”点
滴
チ
ェ
ッ
カ
ー”

の

開
発
に
着
手
。試
作
機
の
製
作
を
通
じ
、医
療
現
場

か
ら
高
い
評
価
を
受
け
る
な
ど
、商
品
化
の
目
途

が
立
っ
た
こ
と
か
ら
、法
人
化
に
踏
み
切
っ
た
。

開
発
し
た
点
滴
チ
ェ
ッ
カ
ー
は
近
赤
外
線
を
利

用
し
て
滴
下
を
計
測
。量
の
目
安
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
表

示
で
き
る
ほ
か
、異
常
を
ブ
ザ
ー
で
知
ら
せ
る
。約

一
五
〇
㌘
と
軽
量
で
乾
電
池
で
も
動
く
た
め
、携

帯
も
可
能
。

点
滴
チ
ェ
ッ
カ
ー
の
販
路
拡
大
と
と
も
に
、新

た
な
医
療
用
機
器
の
研
究
開
発
に
も
力
を
注
い
で

い
く
考
え
だ
。

静
岡
経
営
支
援
協
同
組
合

組
合
員
は
、浜
松
市
や
磐
田
市
の
税
理
士
、社
会

保
険
労
務
士
、行
政
書
士
、経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

の
四
人
。中
小
企
業
者
の
”良
き
相
談
相
手”

と
し

て
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
化
を
図
ろ
う
と
組
合
を
立
ち
上
げ
た
。

組
合
事
業
の
柱
は
、組
合
員
が
扱
う
行
う
人
事
・

労
務
、人
材
育
成
・
経
営
力
強
化
、税
務
、経
営
診

断
、事
業
承
継
な
ど
企
業
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
相
談

に
対
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
の
共
同
受
注
。

多
様
化
す
る
企
業
の
経
営
課
題
を
組
合
が
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
解
決
・
支
援
す
る
。さ
ら
に
企
業
経
営

者
や
業
務
担
当
者
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
開
催
な
ど
の

企
画
も
受
注
す
る
。

今
後
は
、よ
り
幅
広
い
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に

対
応
す
べ
く
、弁
護
士
や
司
法
書
士
、金
融
・
保
険

分
野
の
専
門
家
な
ど
に
対
し
て
、組
合
へ
の
加
入

推
進
を
検
討
。組
織
の
強
化
に
も
積
極
的
に
取
り

組
む
。

中
部
Ｉ・
Ｂ・
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
同
組
合

県
西
部
地
区
や
豊
橋
市
の
異
業
種
九
社
が
経
営

の
合
理
化
を
共
同
で
行
お
う
と
結
束
。

組
合
員
が
必
要
と
す
る
各
種
資
材
や
工
具
類
、

事
務
用
品
、作
業
服
、機
械
装
置
な
ど
幅
広
い
品
目

を
共
同
で
購
入
し
、仕
入
れ
単
価
の
大
幅
な
低
減

を
目
指
す
。

ま
た
、組
合
員
の
事
務
コ
ス
ト
削
減
を
目
指
し

た
給
与
計
算
や
経
理
事
務
な
ど
の
事
務
代
行
も
組

合
で
実
施
。さ
ら
に
、組
合
員
の
事
業
運
営
に
関
す

る
経
営
指
導
も
手
が
け
る
。専
門
的
な
案
件
に
は
、

組
合
が
提
携
す
る
各
分
野
の
専
門
家
を
斡
旋
し
て

対
応
す
る
。

将
来
的
に
は
、海
外
の
公
的
機
関
や
企
業
と
提

携
し
た
共
同
受
注
や
部
品
の
調
達
、海
外
進
出
、外

国
人
研
修
生
の
受
け
入
れ
な
ど
、国
際
化
業
務
も

視
野
に
入
れ
、そ
の
調
査
研
究
を
行
う
。

な
お
組
合
名
の
”Ｉ
Ｂ
Ｓ”

と
は
、Internet 

B
usiness Support

の
略
称
で
あ
る
。

■ 所在地：浜松市  ■ 組合員：9人 ■ 出資金：2,450千円
■ 理事長：服部弘之  ■ 設立認可日：平成23年1月11日  
■ 認可行政庁：関東経済産業局
■ 主な事業：消耗品・設備の共同購買、事務代行

■ 所在地：浜松市  ■ 組合員：4人  ■ 出資金：400千円
■ 理事長：榊原 修  ■ 設立認可日：平成22年12月20日  
■ 認可行政庁：浜松市
■  主な事業：コンサルティング業務の共同受注、資材・  

 副資材の共同購入

■ 所在地：富士市  
■ 組合員：5人  
■ 出資金：1,400千円
■ 理事長：渡邉節雄  
■  設立認可日： 
平成22年10月25日  

■ 認可行政庁：富士市
■ 主な事業： 点滴チェッカ 

ー等の機器の
開発とその商
品化、販売
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遠
州
エ
コ
事
業
協
同
組
合

県
内
の
廃
棄
物
処
理
業
界
の
市
場
規
模
は
こ
の

一
〇
年
間
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
る
も
の

の
、業
者
数
は
年
を
追
う
ご
と
に
増
加
し
、受
注
競

争
は
激
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、磐
田
市
を
中
心
と
す
る
産
業
廃

棄
物
処
理
業
者
六
社
が
組
織
化
。磐
田
市
、袋
井

市
、森
町
か
ら
な
る
中
遠
広
域
事
務
組
合
が
払
い

下
げ
る
鉄
屑
プ
レ
ス
や
ア
ル
ミ
ガ
ラ
、ナ
ゲ
ッ
ト

線
な
ど
の
資
源
有
価
物
を
共
同
で
購
入
。組
合
員

の
取
引
機
会
の
拡
大
を
図
る
。さ
ら
に
、こ
れ
ら
有

価
物
に
加
え
、シ
ー
ト
や
鉄
箱
な
ど
組
合
員
の
業

務
に
必
要
な
資
材
や
副
資
材
も
合
わ
せ
て
組
合
で

購
入
。経
営
コ
ス
ト
の
圧
縮
に
も
寄
与
す
る
。

ま
た
、教
育
情
報
事
業
を
通
じ
、組
合
員
の
経
営

意
識
の
高
揚
や
従
業
員
の
資
質
向
上
に
も
組
合
を

挙
げ
て
取
り
組
む
ほ
か
、ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
化

な
ど
、地
域
環
境
の
整
備
に
も
積
極
的
に
貢
献
し

て
い
く
考
え
だ
。

宍
原
フ
ァ
ー
ム
植
物
工
場
プ
ラ
ン
ト
事
業
協
同
組
合

静
岡
市
、浜
松
市
、富
士
市
の
冷
熱
装
置
、産
業

機
器
、機
械
商
社
、農
業
事
業
者
、給
食
事
業
の
異

業
種
五
社
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
融
合
さ

せ
、植
物
工
場
プ
ラ
ン
ト
製
造
の
共
同
開
発
や
受

注
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
法
人
化
。

受
注
を
予
定
す
る
”植
物
工
場
プ
ラ
ン
ト”

は
、

農
地
を
必
要
と
せ
ず
、限
ら
れ
た
敷
地
面
積
を
立

体
的
に
利
用
し
て
作
付
面
積
を
拡
大
す
る
こ
と
を

目
指
す
。太
陽
光
・
人
工
光
・
温
湿
度
・
培
養
液
な
ど

の
環
境
条
件
を
効
率
的
に
制
御
す
る
こ
と
で
、季
節

や
天
候
に
左
右
さ
れ
ず
、計
画
的
・
安
定
的
に
農
産

物
を
生
産
・
供
給
す
る
こ
と
も
研
究
す
る
。農
業
へ

の
新
規
参
入
を
検
討
す
る
企
業
な
ど
へ
の
売
込
み

を
中
心
に
営
業
展
開
を
努
め
る
の
が
基
本
方
針
。

ま
た
、補
助
金
が
取
得
で
き
た
場
合
、組
合
員
企

業
内
に
研
究
開
発
を
行
う
実
験
棟
の
設
置
と
実
用

化
に
向
け
た
研
究
を
進
め
る
と
と
も
に
、プ
ラ
ン
ト

で
栽
培
さ
れ
た
野
菜
の
販
売
も
検
討
し
て
い
く
。

Ｈ

Ｔ

Ｔ

協

同

組

合

景
気
低
迷
が
続
く
中
、製
造
業
が
多
数
集
積
す

る
浜
松
市
と
そ
の
周
辺
地
域
で
は
、よ
り
深
刻
な

状
況
が
続
い
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
下
、遠
州
地
域
の
製
造
業
五
社

が
集
ま
り
”22
世
紀
勉
強
会”

と
銘
打
っ
た
任
意

グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
、定
例
会
や
懇
談
会
を
開

催
。意
見
交
換
を
重
ね
た
結
果
、各
企
業
の
経
営

に
共
通
す
る
部
分
の
共
同
化
を
図
る
こ
と
で
現

状
を
打
破
し
よ
う
と
、同
グ
ル
ー
プ
を
母
体
に
設

立
し
た
の
が
当
組
合
で
あ
る
。
”Ｈ
Ｔ
Ｔ”

と
は

H
am

am
atsu T

echnical T
raining

の
略
称
。

組
合
員
が
日
常
業
務
で
取
り
扱
う
資
材
や
副
資

材
を
共
同
購
買
し
、仕
入
れ
コ
ス
ト
の
低
減
を
図

る
。ま
た
、輸
送
用
関
連
部
品
や
附
属
品
等
の
加
工

を
組
合
で
受
注
し
、組
合
員
の
得
意
分
野
に
応
じ

て
配
分
す
る
共
同
受
注
や
組
合
員
の
経
営
に
関

す
る
経
営
指
導
事
業
な
ど
、組
合
員
の
ニ
ー
ズ
に

沿
っ
た
事
業
を
展
開
す
る
。

■ 所在地：浜松市  ■ 組合員：5人  ■ 出資金：1,500千円
■ 理事長：大井徳雄  ■ 設立認可日：平成23年2月2日  
■ 認可行政庁：浜松市
■ 主な事業： 資材・副資材の共同購入、部品等の加工の

共同受注

■ 所在地：静岡市  ■ 組合員：5人  ■ 出資金：750千円
■ 理事長：梶本丈喜  ■ 設立認可日：平成23年1月28日  
■ 認可行政庁：静岡市
■ 主な事業：植物工場プラント製造の共同受注

■ 所在地：磐田市  ■ 組合員：6人  ■ 出資金：1,000千円
■ 理事長：澤西一良  ■ 設立認可日：平成23年1月20日  
■ 認可行政庁：磐田市
■ 主な事業：資源有価物・資材・副資材の共同購買

組合活性化情報
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組合活性化情報

伊
豆
市
一
般
廃
棄
物
協
同
組
合

二
〇
〇
四
年
四
月
、旧
修
善
寺
町
・
中
伊
豆
町
・

天
城
湯
ヶ
島
町
・
土
肥
町
が
合
併
し
、伊
豆
市
が
誕

生
し
た
。新
市
誕
生
に
伴
い
、合
併
前
、同
地
域
に

あ
っ
た
一
般
廃
棄
物
の
処
理
施
設
二
ヵ
所
は
伊
豆

市
直
営
と
な
り
、施
設
に
持
ち
込
ま
れ
る
一
般
廃

棄
物
の
収
集
運
搬
は
、民
間
業
者
に
委
託
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。こ
の
受
け
皿
に
な
る
べ
く
、法
人

化
し
た
の
が
当
組
合
で
あ
る
。

組
合
員
は
、以
前
か
ら
こ
の
地
域
で
一
般
廃
棄

物
の
収
集
運
搬
に
連
携
し
て
携
わ
っ
て
き
た
一
般

廃
棄
物
処
理
業
者
四
社
。

伊
豆
市
か
ら
の
一
般
廃
棄
物
の
収
集
運
搬
業
務

の
受
注
を
目
指
す
と
と
も
に
、地
域
の
廃
棄
物
の

分
別
収
集
・
運
搬
を
適
正
か
つ
安
定
的
に
行
う
こ

と
で
、循
環
型
社
会
の
構
築
に
も
寄
与
し
て
い
く
。

さ
ら
に
、組
合
組
織
を
活
用
し
、地
震
等
災
害
時
に

お
け
る
ご
み
の
収
集
運
搬
等
へ
の
対
応
な
ど
、地

域
へ
の
貢
献
も
積
極
的
に
果
た
す
。

清
水
河
岸
の
市
協
同
組
合

「
新
鮮
で
美
味
し
い
魚
を
も
っ
と
気
軽
に
食
べ

て
ほ
し
い
」と
い
う
願
い
を
込
め
、平
成
一
三
年
に

オ
ー
プ
ン
し
た
清
水
魚
市
場
”河
岸
の
市”

。

仲
卸
業
者
が
豊
富
な
品
揃
え
と
手
ご
ろ
な
価

格
、そ
し
て
新
鮮
な
魚
介
類
等
を
直
接
提
供
す
る

観
光
物
産
販
売
所
と
し
て
、根
強
い
人
気
を
保
ち

続
け
て
き
た
。し
か
し
、オ
ー
プ
ン
か
ら
一
〇
年
が

経
過
し
、な
お
一
層
の
販
売
強
化
や
連
棟
式
店
舗

で
あ
る
施
設
の
維
持
管
理
、さ
ら
に
同
施
設
を
核

と
し
た
地
域
の
活
性
化
を
進
め
る
上
で
組
織
体
制

の
拡
充
が
欠
か
せ
な
い
と
判
断
。施
設
に
入
店
す

る
二
〇
社
が
法
人
化
に
踏
み
切
っ
た
。

組
合
事
業
と
し
て
、施
設
内
の
共
有
ト
イ
レ
、ご

み
処
理
、防
虫
駆
除
、水
道
光
熱
や
共
同
駐
車
場
の

運
営
管
理
な
ど
、施
設
の
運
営
管
理
を
実
施
。加
え

て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
集

客
の
強
化
や
販
売
促
進
に
も
取
り
組
み
、地
域
の

賑
わ
い
づ
く
り
に
も
貢
献
す
る
構
え
だ
。

子
生
れ
の
里
企
業
組
合

平
成
一
七
年
、牧
之
原
市
に
オ
ー
プ
ン
し
た
”さ 

が
ら
子
生
れ
温
泉
会
館”

。そ
の
一
角
で
、市
内
の

農
業
生
産
者
七
人
が
地
元
の
農
産
物
を
販
売
し

よ
う
と
”わ
く
わ
く
手
づ
く
り
市”

の
運
営
を
ス

タ
ー
ト
。新
鮮
で
多
彩
な
品
揃
え
に
よ
っ
て
売
上

を
伸
ば
し
て
き
た
が
、温
泉
利
用
客
層
の
変
化
な

ど
か
ら
、近
時
の
売
上
は
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、新
商
品
開
発
や
販
路

開
拓
、行
政
・
取
引
先
と
の
契
約
の
明
確
化
な
ど
を

目
的
に
法
人
を
立
ち
上
げ
た
。

組
合
で
は
、さ
つ
ま
い
も
、レ
ン
コ
ン
、こ
ん

に
ゃ
く
、ス
イ
カ
、柿
な
ど
二
〇
を
超
え
る
豊
富

な
農
産
物
に
加
え
、ジ
ャ
ム
や
漬
物
、芋
切
干
な

ど
の
農
産
物
加
工
品
の
製
造
販
売
、さ
ら
に
は
新

た
な
商
品
開
発
に
も
乗
り
出
す
。

加
え
て
”六
次
産
業
化”

や
対
外
信
用
力
の
向

上
な
ど
、法
人
化
の
メ
リ
ッ
ト
を
十
分
に
発
揮
し

て
い
く
考
え
だ
。

■ 所在地：牧之原市  ■ 組合員：7人  ■ 出資金：700千円
■ 理事長：鈴木芳彦  ■ 設立認可日：平成23年3月14日  
■ 認可行政庁：静岡県
■ 主な事業：農水産物の販売、加工品の製造、販売

■ 所在地：静岡市  ■ 組合員：20人  ■ 出資金：2,100千円
■ 理事長：深澤寿昭  ■ 設立認可日：平成23年3月11日  
■ 認可行政庁：静岡市
■ 主な事業： 店舗の管理及び運営、共同駐車場の管理、

市場開拓及び販売促進

■ 所在地：伊豆市  ■ 組合員：4人  ■ 出資金：1,000千円
■ 理事長：八木澤貞雄  ■ 設立認可日：平成23年2月23日  
■ 認可行政庁：静岡県
■ 主な事業： 一般廃棄物収集運搬の共同受注、副資材の

共同購買
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Business Report 組合の動き

生
ご
み
の
減
容
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
目
指
し
、

生
ご
み
処
理
施
設
が
完
成

御
殿
場
市
一
般
廃
棄
物
処
理
事
業
協
同
組
合

御
殿
場
市
内
の
廃
棄
物
処
理
業
者
八

社
で
組
織
す
る
御
殿
場
市
一
般
廃
棄
物

処
理
事
業
協
同
組
合
（
髙
森
茂
生
理
事

長
）
の
生
ご
み
処
理
施
設
が
完
成
し
、

三
月
二
三
日
、
同
市
竃
（
か
ま
ど
）
の

同
施
設
で
落
成
式
を
行
っ
た
。

当
日
は
組
合
員
の
ほ
か
、
御
殿
場
市

長
や
市
議
会
議
長
、
中
央
会
ら
来
賓
、

地
域
住
民
あ
わ
せ
約
五
〇
名
が
出
席

し
、
落
成
を
祝
っ
た
。

施
設
は
、
鉄
骨
平
屋
建
て
床
面
積
三 

六
七
㎡
の
生
ご
み
処
理
施
設
と
鉄
骨
プ 

レ
ハ
ブ
造
二
階
建
て
（
床
面
積
一
〇
一
．

五
六
㎡
）
の
管
理
棟
か
ら
成
り
、
一
日 

五
㌧
未
満
、
年
間
最
大
で
一
一
七
六

㌧
の
処
理
能
力
を
も
つ
。
本
年
度
は

三
〇
〇
㌧
、
二
年
後
の
二
五
年
度
に
は

一
〇
〇
〇
㌧
の
処
理
を
見
込
む
。

総
工
費
は
約
七
千
万
円
で
、
中
小
企

業
高
度
化
資
金
を
活
用
す
る
。

組
合
で
は
、
五
年
ほ
ど
前
か
ら
行
政

や
市
民
グ
ル
ー
プ
と
と
も
に
、
生
ご
み

の
減
容
化
や
堆
肥
化
な
ど
リ
サ
イ
ク
ル

の
研
究
に
着
手
。
実
証
実
験
を
重
ね
た

結
果
、
Ｈ
Ｄ
Ｍ
方
式
と
呼
ば
れ
る
処
理

方
法
を
採
用
し
た
。

生
ご
み
に
木
材
チ
ッ
プ
と
微
生
物
を

混
ぜ
、
攪
拌
発
酵
す
る
こ
と
で
微
生
物

が
有
機
物
を
分

解
。
生
ご
み
の
減

量
減
容
と
再
資

源
化
（
堆
肥
化
）

が
可
能
と
な
る
。

自
然
発
酵
の
た
め

臭
気
が
防
止
さ

れ
、
廃
水
処
理
の

必
要
も
な
い
。

ま
た
、
市
民
か

ら
施
設
の
愛
称

を
公
募
。
地
元
の

静
岡
市
な
ら
で
は
の
魅
力
あ
る
商
品 

や
製
品
を
静
岡
市
ブ
ラ
ン
ド
”し
ず
お

か
葵
プ
レ
ミ
ア
ム”

と
し
て
認
証
し
、

県
内
外
に
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
、
静
岡
漆
器

工
業
協
同
組
合
（
新
井
吉
雄
理
事
長
）

の
”漆
器
に
よ
る
酒
杯”

を
は
じ
め

一
二
点
が
こ
の
ほ
ど
認
証
を
受
け
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
静
岡
市
が
市
の

認
知
度
を
高
め
る
シ
テ
ィ
ー
セ
ー
ル
ス
を

推
進
し
、
地
域
産
業
の
振
興
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、二
年
前
に
ス
タ
ー
ト
。地

域
性
や
独
自
性
、
原
材
料
へ
の
こ
だ
わ

り
、
製
法
や
品
質
、
市
場
性
、
将
来
性
な

ど
を
専
門
家
ら
が
総
合
的
に
判
断
し
た
。

前
回
の
認
証
を
含
め
、二
四
点
の
”し 

ず
お
か
葵
プ
レ
ミ
ア
ム”

が
誕
生
し
た
。

認
証
さ
れ
た
一
二
商
品
に
は
、
認
証

書
が
交
付
さ
れ
、
市
の
広
報
誌
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
静
岡
市
作
成
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
へ
の
掲
載
な
ど
を
通
じ
広
く
Ｐ
Ｒ
さ

れ
る
ほ
か
、
ブ
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
が
使
用

で
き
る
。
認
証
期
間
は
平
成
二
五
年
三

月
ま
で
の
二
年
間
。

静
岡
漆
器
工
業
㈿
の
”漆
器
に
よ
る

酒
杯”

は
新
し
い
感
性
と
伝
統
の
技
を

融
合
し
、
上
質
な
日
常
を
演
出
す
る
杯

を
と
開
発
。

新
井
理
事
長
は
、

「
使
い
手
と
作
り
手
が
モ
ノ
を
通
し
て

対
話
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
職
人
が
一

つ
ひ
と
つ
心
を
込
め
て
作
り
上
げ
た
。

静
岡
漆
器
を
さ
ら
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

き
た
い
」
と
語
っ
た
。

他
の
認
証
品
は
次
の
と
お
り
。

て
進
め
て
き
た
取
り
組
み
が
ひ
と
つ
の 

形
に
な
っ
た
。
こ
こ
か
ら
が
新
た
な
ス

タ
ー
ト
。
ご
み
の
減
容
減
量
化
や
リ
サ

イ
ク
ル
化
を
さ
ら
に
進
め
て
い
き
た

い
」
と
語
っ
た
。

小
学
生
が
考
案
し
た
”ゆ
め
か
ま
ど”

（
”か
ま
ど”

は
所
在
地
名
）
に
決
定
し

た
こ
と
が
披
露
さ
れ
た
。

組
合
の
髙
森
理
事
長
は
、

「
行
政
、
市
民
、
組
合
が
一
体
と
な
っ

▼�愛称“ゆめかまど”。生ごみの減量減容と再資源化（堆肥
化)が可能だ

”し
ず
お
か
葵
プ
レ
ミ
ア
ム
“に

”漆
器
に
よ
る
酒
杯
“な
ど
一
二
点
が
認
証

静
岡
漆
器
工
業
協
同
組
合　

ほ
か

s�

二
二
年
度
に
認
定
さ
れ
た
逸
品
一
二
点
が
収
め
ら
れ
た
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
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卸
団
地
で
復
興
支
援
バ
ザ
ー
ル
開
催

協
同
組
合
浜
松
卸
商
セ
ン
タ
ー

浜
松
市
の
卸
売
業
者
ら
六
三
社
が
加

入
す
る
協
同
組
合
浜
松
卸
商
セ
ン
タ
ー

（
吉
田
治
郎
七
理
事
長
）
で
は
、
東
日
本 

大
震
災
の
被
災
地
を
応
援
し
よ
う
と
、

四
月
一
六
日
、
同
市
南
区
の
団
地
組
合

会
館「
ア
ル
ラ
」で
”被
災
地
復
興
支
援
・

ワ
ゴ
ン
大
バ
ザ
ー
ル”

を
開
催
し
た
。

バ
ザ
ー
ル
に
は
、
組
合
員
一
六
社
が

衣
料
品
や
寝
具
、
文
房
具
、
雑
貨
な
ど

の
販
売
ブ
ー
ス
を
出
店
し
た

ほ
か
、
近
隣
農
家
に
よ
る
野

菜
市
や
飲
食
屋
台
も
お
目
見

え
。
地
元
住
民
を
は
じ
め
多

く
の
来
場
者
が
、
出
品
さ
れ

た
商
品
を
買
い
求
め
る
と
と

も
に
、
会
場
に
設
置
さ
れ
た

復
興
支
援
募
金
箱
に
募
金
す

る
姿
も
目
立
っ
た
。

バ
ザ
ー
ル
の
出
店
料
や
募
金
は
す
べ

て
大
震
災
の
義
援
金
と
し
て
日
本
赤
十

字
社
を
通
じ
、
被
災
地
に
寄
附
す
る
。

組
合
で
は
、

「
三
月
に
は
、
組
合
員
か
ら
義
援
金
を

集
め
た
が
、
地
域
全
体
を
巻
き
込
ん
で

復
興
を
支
援
し
よ
う
と
企
画
し
た
。
こ

れ
を
機
に
元
気
と
勇
気
を
団
地
か
ら
発

信
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

国
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る

建
設
業
の
担
い
手
に
︱
建
設
学
院
で
入
校
式

静
岡
県
建
設
学
院
・
静
岡
県
重
機
建
設
業
工
業
組
合

職
業
訓
練
法
人
静
岡
県
建
設
業
能
力

開
発
協
会
（
渡
邉
正
義
会
長
）・
静
岡

県
建
設
学
院
（
衣
川
克
郎
校
長
）
土
木

施
工
科
の
平
成
二
三
年
度
入
校
式
が
四

月
四
日
、
藤
枝
市
潮
の
同
学
院
で
行
わ

れ
、
訓
練
生
六
人
が
入
校
し
た
。

は
じ
め
に
衣
川
校
長
が
あ
い
さ
つ
。

「
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
は
、
建

設
業
が
全
力
で
復
旧
の
お
手
伝
い
を
し

て
い
る
。
国
民
の
生
命
財
産
を
守
る
建

設
業
に
は
若
い
力
が
必
要
だ
。
当
校
で

基
礎
を
学
び
、
戦
力
に
育
っ
て
も
ら
い

た
い
」
と
期
待
し
た
。

続
い
て
渡
邉
会
長
は
、

「
当
校
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
今
後
の
業

務
に
必
ず
生
き
て
く
る
。
ど
ん
な
状
況

で
も
能
力
を
引
き
出
せ
る
よ
う
な
人
材

と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
国
土
を
守

る
職
業
で
あ
る
こ
と
に
胸
を
張
っ
て
欲

し
い
」
と
激
励
し
た
。

来
賓
を
代
表
し
て
県
重
機
建
設
業
工

業
組
合
の
梅
原
秀
夫
理
事
長
ら
が
祝
辞

を
述
べ
、梅
原
理
事
長
は
「
希
望
を
持
っ

て
こ
の
一
年
を
過
ご
し
て
欲
し
い
」
と

門
出
を
祝
っ
た
。

六
人
の
訓
練
生
は
、
資
格
取
得
や
社

会
貢
献
な
ど
の
抱
負
を
力
強
く
述
べ
た
。

組合活性化情報

▼中国からの研修生を含め6人の訓練生が入校した

▲地元の住民を中心に多くの来場者が詰め掛けた。
　出店料や募金はすべて寄附された

や
免
許
が
取
得
で
き
る
。

事
務
局
を
担
当
す
る
同
工
組
の
山
川

安
豊
専
務
理
事
は
、

「
今
後
、
建
設
業
が
果
た
す
べ
き
役
割

が
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
な
か
で
、
当

校
の
重
要
性
も
増
し
て
く
る
。
興
味
の

あ
る
方
や
事
業
所
は
ぜ
ひ
連
絡
頂
き
た

い
」
と
話
し
た
。

同
訓
練
法
人
は
、
現
場
中
堅
技
能
者

の
養
成
を
目
的
に
昭
和
五
四
年
に
設

立
。
県
重
機
建
設
業
工
組
と
の
連
携
の

も
と
運
営
さ
れ
て
い
る
。

訓
練
生
は
、
四
月
か
ら
半
年
間
、
学

院
内
で
学
科
と
実
技
訓
練
を
、
後
半
は

派
遣
事
業
所
で
現
場
実
習
を
、
そ
れ
ぞ

れ
受
け
る
こ
と
で
二
五
を
超
え
る
資
格

▽「
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
Ｂ
Ｕ  

し
き
ぶ
」（
㈱

水
鳥
工
業
）
▽
し
お
り
「
早
蕨
」（
㈱

竹
大
工
房
）
▽
桜
え
び
ご
飯
の
素
（
原

藤
商
店
）
▽
英
君
大
吟
醸
「
い
ろ
は
」

（
英
君
酒
造
㈱
）▽
掌
の
厨
子（
㈱
吉
蔵
）

▽
茶
飴
（
㈲
望
月
茶
飴
本
舗
）

▽
静
岡
か
ん
ば
ら
「
い
わ
し
カ
レ
ー
」

（
㈲
や
ま
し
ち
）
▽
Ｒ
ｏ
ｂ
ｉ
ｔ
〈
ロ

ビ
ッ
ト
〉（
㈱
エ
テ
）
▽
丸
子
紅
茶
（
丸

子
紅
茶
）
▽
は
ご
ろ
も
「
清
水
も
つ
カ

レ
ー  

イ
カ
ス
ミ
Ｍ
２
号
」（
は
ご
ろ
も

フ
ー
ズ
）
▽
想
茶
石
鹸
（
㈱
フ
ロ
ム
Ｓ
）
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「
我々
専
門
店
に
し
か
提
供
で
き
な

い
サ
ー
ビ
ス
は
何
か
。そ
の
答
え

が
組
合
事
業
に
結
び
つ
く
」。

県
内
の
寝
具
製
造
業
者
、小
売
業
者
ら

一
八
六
人
が
加
入
す
る
商
工
組
合
を
理
事

長
と
し
て
束
ね
三
年
目
。寝
具
専
門
店
の

あ
り
方
を
常
に
問
い
続
け
る
。

ピ
ー
ク
時
に
七
五
〇
人
を
数
え
た
組
合

員
数
は
四
分
の
一
と
な
っ
た
。

「
か
つ
て
は
組
合
に
加
入
し
て
い
る
だ

け
で
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
た
が
、今
は

違
う
。組
合
員
で
あ
る
メ
リ
ッ
ト
を
打
ち

出
す
こ
と
が
重
要
で
す
」。

ト
ッ
プ
と
し
て
強
く
意
識
す
る
の
が
、

組
合
員
の
専
門
性
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め

の
事
業
の
展
開
。そ
の
ひ
と
つ
に
位
置
づ

け
る
の
が
、昭
和
五
九
年
か
ら
四
半
世
紀

に
わ
た
り
続
く
仕
立
て
研
修
事
業
だ
。

毎
年
四
月
か
ら
半
年
間
、一
級
技
能
士

の
組
合
員
が
敷
ふ
と
ん
、掛
け
ふ
と
ん
、座

ぶ
と
ん
な
ど
の
仕
立
て
方
を
後
継
者
や
若

手
従
業
員
ら
に
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
伝
授
。

ふ
と
ん
づ
く
り
の
基
礎
か
ら
応
用
技
術
ま

で
き
っ
ち
り
と
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。国

家
資
格
で
あ
る
寝
具
製
作
技
能
士
の
合
格

者
は
、延
べ
一
〇
〇
人
以
上
に
上
る
。

「
東
京
に
あ
っ
た
寝
具
技
能
者
を
育
成

す
る
専
門
学
校
が
廃
校
に
な
っ
た
今
、技

能
の
継
承
や
寝
具
技
能
士
の
養
成
が
で
き

る
機
関
は
、全
国
的
に
も
我
々
の
組
合
く

ら
い
じ
ゃ
な
い
の
か
な
」と
胸
を
張
る
。

一
般
的
に
木
綿
の
ふ
と
ん
は
、敷
布
で

三
年
、掛
け
布
で
は
五
年
ほ
ど
で
弾
力
が

な
く
な
り
”煎
餅
布
団”

に
な
る
、と
い
わ

れ
る
が
、綿
の
打
ち
直
し
や
仕
立
て
直
し

を
す
る
こ
と
で
新
品
同
様
に
甦
る
。

「
各
自
治
体
で
は
、粗
大
ご
み
と
し
て
出

さ
れ
る
ふ
と
ん
の
処
理
に
た
い
へ
ん
苦
慮

し
て
い
ま
す
。ふ
と
ん
の
打
ち
直
し
は
綿

の
リ
サ
イ
ク
ル
。良
い
モ
ノ
を
手
入
れ
し

な
が
ら
長
く
使
い
続
け
る
。こ
れ
か
ら
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
ぴ
っ
た
り
だ
と
思
い

ま
せ
ん
か
」。

毎
年
秋
に
は
、ふ
と
ん
祭
り
を
開
催
し
、

天
然
素
材
の
ふ
と
ん
の
よ
さ
を
ア
ピ
ー

ル
。リ
ピ
ー
タ
ー
づ
く
り
や
新
た
な
需
要

の
掘
り
起
し
に
全
力
を
傾
注
す
る
。

「
環
境
問
題
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
心
を

持
つ
若
い
主
婦
ら
を
中
心
に
、綿
ふ
と
ん

が
見
直
さ
れ
つ
つ
あ
る
。今
後
も
組
合
を

挙
げ
て
啓
発
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
」

と
力
を
込
め
る
。

富
士
市
で
製
綿
や
寝
具
の
打
ち
直
し
、

仕
立
て
を
手
が
け
る
芝
田
綿
業
㈱
の
代
表

取
締
役
。父
の
早
世
に
よ
り
二
〇
代
半
ば

で
経
営
の
第
一
線
に
立
っ
た
。

二
年
前
、市
内
の
小
・
中
学
生
に
農
業
体

験
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、友
人
ら
と

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
立
ち
上
げ
た
。

「
八
〇
〇
坪
ほ
ど
の
農
地
を
借
り
、じ
ゃ

が
い
も
、た
ま
ね
ぎ
、ソ
ラ
マ
メ
、に
ん
に

く
な
ど
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。青
空
の
下
、

こ
ど
も
た
ち
と
畑
に
い
る
と
”地
域
の
き

ず
な”

の
大
切
さ
を
痛
感
し
ま
す
。卒
塾

し
た
中
学
生
が
高
校
生
に
な
っ
て
も
顔
を

出
し
て
く
れ
ま
し
た
よ
」と
嬉
し
そ
う
だ
。

クローズアップインタビュー

静岡県わた寝具商工組合

芝田行
ゆ き や す

億理事長

組合活性化情報

組合員の専門性を
高める事業を
ふとんの打ち直しで
リサイクルに貢献
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静
岡
県
中
央
会
で
は
、三
月
一一
日
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
が
県
内
の
組
合
や
中
小
企
業
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ

い
て
、会
員
組
合
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。

　

震
災
の
影
響
で
は「
原
材
料・
商
品・
部
品
等
の
入
荷
の

遅
延
」が
最
も
多
く
、こ
れ
に「
営
業・操
業
時
間
、勤
務
時

間
の
短
縮
や
変
更
」「
計
画
停
電
に
よ
る
操
業
の
停
止･

休

止
」「
売
上
数
量・金
額
の
減
少
」が
続
い
た
。

　
「
計
画
停
電
の
運
用
の
公
平
化
や
明
確
化
」「
過
度
な
自

粛
の
再
考
」「
融
資
や
助
成
措
置
の
拡
充
」な
ど
の
要
望
も

多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

　

本
会
で
は
、寄
せ
ら
れ
た
要
望
な
ど
を
ま
と
め
、陳
情
や

政
策
提
言
な
ど
に
積
極
的
に
採
り
入
れ
て
い
く
。

調
査
の
概
要

①
調 

査 

対 

象
… 

本
会
会
員
九
四
二
組
合

②
回　

答　

数
…  

一
九
八
組
合（
東
部
八
一・
中
部

七
一・
西
部
四
六
）

③
調
査
実
施
日
…  

三
月
二
四
日
〜
三
一
日（
東
部

地
区
）、四
月
一
日
〜
一
五
日

（
中
部
・
西
部
地
区
）

④
調 

査 

内 

容
…  

東
日
本
大
震
災
及
び
三
月
一
五

日
に
発
生
し
た
県
東
部
震
源
地

震
に
よ
る
被
害
、計
画
停
電
等

に
よ
る
間
接
的
な
影
響
、組
合

で
実
施
ま
た
は
可
能
な
支
援
活

動
、行
政・中
央
会
へ
の
要
望

地
震（
大
震
災
及
び
東
部
地
震
）の
被
害
状
況

東
日
本
大
震
災
に
よ
る「
被
害
が
あ
っ
た
」と
の

回
答
は
全
県
で
一
一
組
合（
五
．六
％
）。

具
体
的
な
被
害
と
し
て
は「
組
合
員
企
業
の
県

外
事
業
所
の
一
部
破
損
」が
五
組
合
で
最
多
。東
部

地
区
の
温
泉
組
合
で
は「
供
給
す
る
温
泉
が
濁
っ

た
」（
二
組
合
）、「
源
泉
用
水
中
ポ
ン
プ
の
破
損
」な

ど
の
被
害
も
生
じ
た
。

一
方
、県
東
部
震
源
地
震
の
被
害
状
況
は
、東

部
地
区
で
は
一
四
組
合（
一
七
．三
％
）、中
部
地
区

で
一
〇
組
合（
一
四
．一
％
）が「
被
害
あ
り
」と
回

答（
西
部
地
区
で
は
全
て「
被
害
な
し
」）。う
ち
、約

七
割
に
あ
た
る
一
八
組
合
が「
組
合
員
企
業
の
社

屋
の
一
部
破
損
」を
挙
げ
た
。ま
た「
水
道
管
の
破

裂
」「
停
電
に
よ
る
在
庫
の
損
失
」も
そ
れ
ぞ
れ
一

組
合
ず
つ
回
答
が
あ
っ
た
。

計
画
停
電
等
に
よ
る
間
接
的
な
影
響（
組
合
）

組
合
に
対
す
る
計
画
停
電
な
ど
間
接
的
な
影

響
に
つ
い
て
は
、東
部
地
区
の
組
合
の
四
六
．九
％

（
三
八
組
合
）が「
あ
り
」と
回
答
。

最
も
多
か
っ
た
影
響
は
一
三
組
合
が
挙
げ
た

「
計
画
停
電
に
よ
る
操
業
の
停
止
・
休
止
」。こ
れ

に「
売
上
数
量
・
金
額
の
減
少
」（
七
組
合
）、「
組
合

事
務
所
・
売
店
の
休
業
」「
原
材
料
・
商
品
・
部
品
等

の
入
荷
の
遅
延
」（
五
組
合
）、「
来
客
・
宿
泊
客
の
激

減
」（
四
組
合
）が
続
い
た
。

一
方
、中
部
地
区
の
組
合
で「
あ
り
」は
一
八
．

三
％
（
一
三
組
合
）、西
部
地
区
で
は
一
五
．二
％

（
七
組
合
）。計
画
停
電
が
行
わ
れ
た
東
部
地
区
の

組
合
に
比
べ
、そ
の
影
響
は
比
較
的
少
な
い
。

計
画
停
電
等
に
よ
る
間
接
的
な
影
響（
組
合
員
企
業
）

組
合
員
企
業
へ
の
影
響
は
、全
県
で
三
分
の
二

を
超
え
る
一
三
四
組
合
が「
あ
り
」と
回
答（
図
表

①
）。東
部
地
区
で
は
七
四
．一
％
に
上
っ
た
。

最
も
多
か
っ
た
の
が「
原
材
料
・
商
品
・
部
品
等

の
入
荷
の
遅
延
」で
五
一
件
。こ
れ
に「
営
業
・
操
業

時
間
、勤
務
時
間
の
短
縮
や
変
更
」（
二
七
件
）、「
計

画
停
電
に
よ
る
操
業
の
停
止
・
休
止
」（
二
三
件
）、

「
売
上
数
量
・
金
額
の
減
少
」（
一
九
件
）が
続
い
た

（
図
表
②
）。

ま
た
、東
部
地
区
の
観
光
業
を
中
心
に「
宿
泊
等

予
約
の
キ
ャ
ン
セ
ル
」（
東
部
九
件
、中
部
・
西
部
と

も
に
一
件
）や「
来
客
・
日
帰
り
客
の
減
少
」（
東
部

三
件
）な
ど
客
足
の
落
ち
込
み
が
顕
著
と
な
る
と

と
も
に
、「
商
店
街
に
活
気
が
な
く
な
り
、消
費
の

低
迷
が
一
層
深
刻
化
」（
東
部
二
件
）、「
催
事
自
粛

東日本大震災の影響に関する調査

目立つ「原材料･商品･部品等の
入荷の遅延」
「計画停電｣や「融資･助成」への
要望も多く寄せられる

T O IP C S
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等
に
よ
る
受
注
業
務
の
キ
ャ
ン
セ
ル
」（
東
部
）な

ど
、サ
ー
ビ
ス
業
や
小
売
業
に
も
大
き
な
ダ
メ
ー

ジ
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

被
災
者
に
対
す
る
組
合
で
実
施
可
能
な
支
援

被
災
者
や
被
災
地
に
対
す
る
組
合
等
で
実
施
可

能
な
支
援
活
動（
義
援
金
除
く
）は
、「
救
援
物
資
の

提
供
」が
二
一
件
で
最
多
。

ま
た
建
設
業
の「
被
災
地
に
お
け
る
復
旧
作
業

へ
の
派
遣
協
力
」（
一
〇
件
）、ホ
テ
ル
旅
館
業
を
中

心
に「
被
災
者
の
受
け
入
れ
や
斡
旋
」（
七
件
） 

、運

輸
業
の「
救
援
物
資
の
輸
送
」（
三
件
）な
ど
、各
業

界
が
そ
の
特
性
に
応
じ
た
支
援
策
を
実
施
ま
た
は

検
討
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る（
図
表
③
）。

行
政
や
中
央
会
へ
の
要
望
、自
由
意
見
等

計
画
停
電
に
つ
い
て「
計
画
通
り
に
実
行
し
て

欲
し
い
」「
事
業
者
に
配
慮
し
た
計
画
停
電
を
求

む
」「
実
施
の
有
無
を
早
く
知
ら
せ
て
欲
し
い
」「
計

画
停
電
の
運
用
の
公
平
化
や
明
確
化
を
」な
ど
の

要
望
が
業
種
を
問
わ
ず
上
が
っ
た
。

ま
た「
鍍
金
や
熱
処
理
業
に
と
っ
て
は
、操
業

計
画
が
立
て
づ
ら
い
た
め
、小
刻
み
な
計
画
停
電

よ
り
、総
量
規
制
で
対
応
し
て
も
ら
い
た
い
。」（
鉄

工
）、「
鉄
道
の
安
定
運
行
を
」（
飲
食
）（
旅
館
）と

い
っ
た
声
も
上
が
っ
た
。

イ
ベ
ン
ト
等
の
自
粛
が
広
が
る
中
、サ
ー
ビ
ス
業

や
小
売
業
を
中
心
に「
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
も

過
度
な
中
止
・
自
粛
は
再
考
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

「
イ
ベ
ン
ト
等
の
実
施
に
よ
り
被
災
地
支
援
を
加
速

す
る
よ
う
音
頭
を
と
っ
て
も
ら
い
た
い
」と
過
度

な
自
粛
ム
ー
ド
を
危
惧
す
る
意
見
も
見
ら
れ
た
。

「
金
融
機
関
へ
の
返
済
猶
予
と
低
利
融
資
の
実

施
」や「
間
接
的
な
被
害
へ
の
融
資
や
要
件
緩
和
」

な
ど
金
融
面
で
の
手
厚
い
支
援
を
求
め
る
意
見
や

「
雇
用
維
持
に
対
す
る
助
成
措
置
」（
旅
館
）な
ど
、

雇
用
維
持
に
関
す
る
助
成
を
期
待
す
る
声
も
多
く

寄
せ
ら
れ
た
。

さ
ら
に「
被
災
者
用
住
居
と
し
て
民
間
の
賃
貸

住
宅
の
活
用
」（
建
設
）や「
被
災
者
と
空
き
店
舗
を

結
び
付
け
る
仕
組
み
づ
く
り
」（
商
店
街
）な
ど
、被

災
地
と
の
効
果
的
な
連
携
や「
正
確
な
情
報
の
発

信
と
風
評
被
害
の
防
止
」（
食
品
）を
求
め
る
業
界

も
多
い
。

ま
た「
東
海
地
震
対
策
の
抜
本
的
な
見
直
し
を
」

「
日
頃
か
ら
の
災
害
へ
の
備
え
の
重
要
性
を
よ
り

い
っ
そ
う
啓
発
・
指
導
す
べ
き
」と
い
っ
た
、こ
の
大

震
災
を
教
訓
に
、来
る
べ
き
東
海
地
震
に
対
す
る

万
全
の
備
え
を
求
め
る
意
見
も
目
立
っ
た
。

T O IP C S

32.3%

67.7%
影響有り

影響は無い

0 10 20 30 40 50 60

原材料･商品･部品等の価格の高騰

生産や工事工程等の遅延

組合員企業･事業所の休業

宿泊等予約のキャンセル

原材料･商品･部品等の入手が困難

売上数量･金額の減少

計画停電による操業の停止･休止

営業･操業時間、勤務時間の短縮や変更

原材料･商品･部品等の入荷の遅延

東部

中部

西部

51

27

23

19

14

11

11

9

6

1

1

1

1

1

1

1

1

3

3

7

10

21

0 5 10 15 20 25

組合員の店頭における義援金募金の呼びかけ
空き店舗等の情報の提供

被災者受け入れに伴う備品の製作
被災地の同業者の代替加工

被災者の就労の場の提供

救援物資の事前点検
被災動物の火葬の受け入れ

被災地産品をより多く取り扱う
救援物資の輸送

被災地での施工用・作業用資機材の提供
被災者の受け入れや斡旋

被災地における復旧作業への派遣協力
救援物資の提供

図表① 組合員企業への
 　　　影響の有無

図表② 組合員企業への間接的な影響（複数回答）

　図表③ 被災者に対する組合で実施可能な支援（複数回答）
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売上高
収益状況
業界の景況

H14.4.1 H15.4.1 H16.4.1 H17.4.1 H18.4.1 H19.4.1 H20.4.1 H21.4.1 H22.4.1

（平成23年3月の情報連絡員月次景況調査より）
静岡県中央会に設置されている情報連絡員〔協同組合等の役職員87名に委嘱〕
による毎月の景況調査の概要です。

＋0.1以上･･･ 　± 0.0～－10.0･･･ 　－10.1～－20.0･･･ 　－20.1～･･･ 　なお、｢在庫数量｣のみマイナス値が大きいほど好転を示している。

東日本大震災の影響により「主要三指
標」をはじめ  全ての項目で大幅な悪化
～売上高の下げ幅過去最大級  計画停電により経済活動が混乱～

売上高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 設備操業度 雇用人数 業界の景況

H23.03 -56.4 -14.7 -23.0 -23.0 -59.8 -42.5 -53.9 -13.8 -62.1

DI値

H23.02 -21.8 -21.3 -19.5 -17.2 -42.6 -28.8 -18.0 -8.0 -43.7

H23.02→H23.03 -34.6↘ 6.6↗ -3.5↘ -5.8↘ -17.2↘ -13.7↘ -35.9↘ -5.8↘ -18.4↘

［ 一般機器 ］　東日本大震災の影響により、親会社
へ納品できない状況にあり、売上はほぼ半減する
見込みである。

［ 紙・紙加工製品 ］　中国向けの段ボール輸出が「放
射能に汚染されているのでは」といった風評被害
により、返品や中止に追い込まれている。

［ 木材・木製品 ］　生産拠点の喪失、物流の断絶等
で住宅関連資材の調達難を引き起こし、工期の長
期化が生じている。消費者の買い控えもあり、当
分低調な推移になりそう。

［ 商店街 ］　多くのイベントが中止。計画停電によ
り、街の賑わい、売上とも急速に悪化。

［ 宿泊業 ］　キャンセル続出で、旅館業者は倒産の
危機に直面している。震災後の売上は、前年比
90％ダウン、₃月全体では前年比65％のダウンで
あった。

［ 建設業 ］　建設資機材等の確保にかなり影響が出
ている。特に東部では、計画停電により資材の搬
入や作業に支障が生じている。

概　況

DI値の推移 ※DI値＝［（増加・好転組合数－減少・悪化組合数）／対象組合数］×100

業界の声  対象17業種より抜粋

景 況
ウォッチウォッチ

組合活性化情報

東日本大震災の影響により、主要三指標は大幅に悪化しました。特に、売上高は︲30ポイントを超える悪化で
あり、データが残る平成11年以降では、最大の下落幅でした。震災の被害は全業種に及んでおり、売上の減少、
操業の停止、原材料の不足、流通網の遮断、イベントの中止、宿泊者のキャンセル、放射能への風評被害等々、
被害は広範囲にわたり、今後益々拡大するものと懸念が広がっています。特に、県東部地域では計画停電の影
響により、経済活動に混乱をきたしました。

主要三指標DI値推移（過去10年間）
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組合
運営QA
Q
AAAAAAAAAAAAAAA&

事
務
局

組合活性化情報

昭
和
五
六
年
七
月
、
前
年
設
立
さ
れ
た
ば
か

り
の
組
合
の
事
務
局
に
入
っ
た
。

「
”赤
帽”

と
言
え
ば
、
て
っ
き
り
駅
で
乗
客

の
手
回
り
荷
物
を
運
ぶ
ポ
ー
タ
ー
の
こ
と
か

と
。
で
も
面
接
を
受
け
た
組
合
事
務
所
は
駅
か

ら
遠
い
し
、
何
か
お
か
し
い
な
と
感
じ
ま
し
た

ね
」
と
三
〇
年
前
を
思
い
出
し
笑
う
。

軽
自
動
車
に
よ
る
個
人
運
送
業
者
＝
”赤
帽”

が
誕
生
し
た
の
は
昭
和
五
〇
年
。

全
国
各
地
で
貨
物
の
共
同
荷
受
や
共
同
配
車

を
目
的
に
協
組
が
続
々
と
誕
生
す
る
中
、
静
岡

県
で
も
昭
和
五
五
年
、
二
六
人
の
”赤
帽”

が

組
合
を
立
ち
上
げ
た
。

「
当
時
の
理
事
長
か
ら
”キ
ミ
が
こ
の
組
織
を

つ
く
っ
て
い
く
ん
だ
ぞ”

と
言
わ
れ
”夢”

を

ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
。

組
織
の
拡
大
を
担
い
三
〇
年

感
じ
た
。
役
員
と
一
緒
に
県
内
を
駆
け
回
り
、

組
合
員
募
集
の
た
め
の
説
明
会
を
毎
月
の
よ
う

に
開
催
し
ま
し
た
。
最
初
の
一
年
ほ
ど
は
、
休

日
ご
と
に
こ
の
説
明
会
や
役
員
会
、
東
中
西
の

各
支
部
会
と
、
朝
も
夜
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

ね
」。募

集
説
明
会
の
企
画
・
運
営
、
新
規
組
合
員

の
開
業
手
続
き
、
共
同
配
車
事
業
の
仕
組
み
づ

く
り
や
顧
客
管
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
、
ゼ

ロ
か
ら
少
し
ず
つ
組
織
の
形
を
整
え
た
。

「
”脱
サ
ラ”

し
て
事
業
を
始
め
た
組
合
員
が

多
く
、
親
ほ
ど
年
の
離
れ
た
組
合
員
か
ら
い
ろ

い
ろ
と
悩
み
の
相
談
を
持
ち
か
け
ら
れ
ま
し

た
。
中
に
は
私
の
帰
り
を
自
宅
で
待
つ
組
合
員

も
（
笑
）。
期
待
に
応
え
た
い
と
無
我
夢
中
で

し
た
」。

こ
う
し
た
精
力
的
な
取
り
組
み
に
よ
り
、組
合

員
は
一
〇
年
足
ら
ず
で
一
〇
倍
近
く
に
増
え
た
。

「
事
務
局
は
、
執
行
部
と
組
合
員
双
方
の
意

見
を
い
っ
た
ん
吸
収
し
、
交
通
整
理
を
し
な
が

ら
組
合
運
営
を
円
滑
に
進
め
る
”パ
ッ
キ
ン”

の
よ
う
な
も
の
」
と
そ
の
役
割
を
明
快
に
説
く
。

三
年
前
、
緊
急
支
援
物
資
輸
送
の
拠
点
機
能

を
備
え
、
役
員
会
や
組
合
員
の
教
育
研
修
の
場

と
し
て
も
活
用
で
き
る
組
合
会
館
を
設
け
た
。

「
三
〇
年
前
、
四
畳
半
ほ
ど
の
小
屋
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
組
合
が
、
こ
こ
ま
で
来
た
か
と
思

う
と
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
」
と
語
る
。

趣
味
を
問
う
と
「
お
酒
」
と
即
答
。

「
一
日
の
終
り
に
癒
し
を
与
え
て
く
れ
る
お

酒
は
最
高
で
す
」。

赤帽静岡県軽自動車運送協同組合
（静岡市）

下山恵庸事務局長

総会議事録への署名又は記名押印は
義務が廃止されただけであって、その

行為自体を否定しているものではありません
ので、定款を変更せずに、定款規定に基づい
て記名押印をすることは差し支えありません。
　ただし、記名押印を行うよう定められた定
款を変更しないまま、記名押印をせずに行政
庁に総会議事録を提出した場合は、法律違反
にはなりませんが、定款違反となることに注
意が必要です。
　なお、申請の書類の状況や登記官によって
判断が異なることがありますので、登記の際
の議事録への押印については、申請先の法務
局で確認することが必要です。

当組合の定款には、総会議事録に
出席理事の記名押印を行う旨が定

められています。法改正により、総会議事
録に署名又は記名押印をする必要がなくな
りましたが、従来どおり記名押印すると問
題になりますか。また、必ず定款変更をし
なければなりませんか？

A.

Ｑ.
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平成23年度　　中央会事務局機構図
平成23年4月1日付 静岡県協同振興㈱

会　長
佐野光治

専務理事 代表取締役
岸本道明 佐野光治

常務理事 常務理事
藁科良文 府川進明 専務取締役

府川進明

事務局次長（総務・労働・事業統括） 事務局次長（指導・東西統括）
　　真野美博

指導部 労働部 事業部
総務部 部長 部長

松下剛久 木村通利
部長代理 東部事務所 西部事務所
村松晴義

取締役部長
山梨隆康

総務課 連携組織課 経営支援課 所長（課長） 所長（課長） 労働対策課 業務管理課 業務課 調査研究課
課長 （情報スタッフ） 連携組織支援 古井敏夫 小林孝志 課長

深井利治 活性化業務組合支援 田中寿一
スタッフ 副所長（課長） 課長

大村吉夫 伊藤健雄
課長代理 課長代理 課長代理 副所長（課長代理） 課長代理 課長代理

 長谷川揚祐 田中秀幸 渡辺国義 西崎万里子 高橋利明 草島信介 梅原富之
課長

押尾昌俊 平川博人 鈴木充正 石原里枝子 真野匡雄 矢部富生 佐塚一弘 静岡地域 牧野千浪  関本　博 高木良訓  太田　肇
若者サポート

杉浦理香    大谷裕紀 中村佳樹 児玉久美子 飯塚　隆 薮崎義行 長坂和広 ステーション 大石裕子 吉田慶敏 町田昌恒

鷲巣文子 三宅大介 住川守雄 菊池憲晃 永井康弘 増田泰彦 鈴木愛子 佐野千夏子 近藤眞臣 牧野仁美

勝岡あゆみ 上杉美穂 能登香織 山口直子 椋本三千代 青山しのぶ 勝亦綾子 深沢宮子 岡　美希 山本有里枝

水野　円 伊藤嘉余子 加藤順子 國友舞雪 山田裕美 中島優希 山本つかさ
（最低賃金

総合相談支援センター） 村山恵美子 （宮本　愛）
（しずおか産業創造機構） 嘱託

鈴木敏樹
植田勝智（事務局次長）

松本彰祥（課長代理）

吉田一也

　　村田雄示
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東日本大震災

災害見舞金

ご協力の御礼とご報告

　３月１１日に発生しました東日本

大震災につきまして、会員組合

並びに組合員企業の皆様より、

総額5,354,513円（4月末日現在）

の災害見舞金を賜りました。

　多大なるご協力に心より御礼

申し上げます。

　皆様よりお預かり致しました見

舞金は、全国中小企業団体中央

会を通じ、日本赤十字社へお渡

しさせて頂きます。

平成23年度　　中央会事務局機構図
平成23年4月1日付 静岡県協同振興㈱

会　長
佐野光治

専務理事 代表取締役
岸本道明 佐野光治

常務理事 常務理事
藁科良文 府川進明 専務取締役

府川進明

事務局次長（総務・労働・事業統括） 事務局次長（指導・東西統括）
　　真野美博

指導部 労働部 事業部
総務部 部長 部長

松下剛久 木村通利
部長代理 東部事務所 西部事務所
村松晴義

取締役部長
山梨隆康

総務課 連携組織課 経営支援課 所長（課長） 所長（課長） 労働対策課 業務管理課 業務課 調査研究課
課長 （情報スタッフ） 連携組織支援 古井敏夫 小林孝志 課長

深井利治 活性化業務組合支援 田中寿一
スタッフ 副所長（課長） 課長

大村吉夫 伊藤健雄
課長代理 課長代理 課長代理 副所長（課長代理） 課長代理 課長代理
 長谷川揚祐 田中秀幸 渡辺国義 西崎万里子 高橋利明 草島信介 梅原富之

課長
押尾昌俊 平川博人 鈴木充正 石原里枝子 真野匡雄 矢部富生 佐塚一弘 静岡地域 牧野千浪  関本　博 高木良訓  太田　肇

若者サポート
杉浦理香    大谷裕紀 中村佳樹 児玉久美子 飯塚　隆 薮崎義行 長坂和広 ステーション 大石裕子 吉田慶敏 町田昌恒

鷲巣文子 三宅大介 住川守雄 菊池憲晃 永井康弘 増田泰彦 鈴木愛子 佐野千夏子 近藤眞臣 牧野仁美

勝岡あゆみ 上杉美穂 能登香織 山口直子 椋本三千代 青山しのぶ 勝亦綾子 深沢宮子 岡　美希 山本有里枝

水野　円 伊藤嘉余子 加藤順子 國友舞雪 山田裕美 中島優希 山本つかさ
（最低賃金

総合相談支援センター） 村山恵美子 （宮本　愛）
（しずおか産業創造機構） 嘱託

鈴木敏樹
植田勝智（事務局次長）

松本彰祥（課長代理）

吉田一也

　　村田雄示
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〜静岡県と浙江省の架け橋に〜
日中青年代表交流　参加者募集

※��年度更新申告書の記入内容等の照会又は提出に
ついてのご相談は、静岡労働局労働保険徴収課
又は最寄りの労働基準監督署をご利用下さい。

　記載方法がわからない場合は、平成22年₄月₁
日から平成23年₃月31日までに支払った賃金総額

（建設業は元請完成工事額）が判る資料をご持参
下さい。
　確定保険料算定基礎賃金集計表・一括有期事業
開始届・一括有期事業総括表・一括有期事業報告
書の用紙は、静岡労働局ホームページからダウン
ロードできます。 
ホームページアドレス

【http://www.shizuokarodokyoku.go.jp】

1.�事業目的
　静岡県内の各分野の青年代表が、中国浙江省青
年連合会（※）の幹部との交流を通して、信頼関
係を高め、相互に人脈形成や情報交換を行うこと
により、発展的な協力関係を築く

※ 浙江省中国共産党の青年組織で、所属してい
る青年は、各分野で若きリーダーとして活躍
している。

　　また、外国との交流事業にも力を入れている。
2.�平成23年度事業概要

（1）応募資格
中国に関心があり、日中の友好交流の促進や
相互発展への貢献をめざす20歳から概ね35歳
までの青年。原則としてホームステイ（₁泊
₂日）の受け入れが可能な方。

（2）参加人数　30名
（3）申込期限　平成23年₅月27日㈮まで
（4）講座内容　現地交流₂回（浙江省／静岡県）、

　　　　　事前・事後セミナー₄回

※ 現地交流の日程及び内容は、中国側との協議の
上、決定します。セミナーの内容についても、講
師等の都合により変更になる場合があります。

（5）参加費　
13万円程度（個人的にかかる経費は含まない）

申込み・お問合せは、
県教育委員会社会教育課TEL：054-221-3312まで。

現地交流
【静岡県】

現地交流
【浙江省】

★人脈形成
★現地調査
　・情報収集

共青団幹部

静岡県青年
事前・事後セミナー

交流で培ったネットワークをきっかけに
　・企業進出
　・教育、文化交流
　・姉妹都市提携　など
発展的な事業の展開

回 開催月日 内　　容

第1回セミナー 7月2日㈯ 開講式、オリエンテーション、
中国事情講座　等

第2回セミナー 8月6日㈯ 渡航ガイダンス、
日中交流事情講座　等

現地交流（浙江省）
8月12日㈮　　
　～8月19日㈮
【7泊8日】

【静岡県青年→浙江省、上海市】
ホームステイ、青年交歓会、
企業視察、教育福祉施設訪問
中国情報交換会　等

第3回セミナー 9月又は10月の
土曜日

現地交流（浙江省）総括
日中交流実践報告　等

現地交流（静岡県） 11月中
【3泊4日】

【浙江省青年→静岡県】
ホームステイ、青年意見交換会
青年交歓会　等

第4回セミナー 12月の土曜日 中国交流実践セミナー、
交流総括、閉講式　等

○全体日程〈予定〉　平成23年₇月〜12月
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平成23年度
「地域課題に係る産学共同研究委託事業」

公募のお知らせ

平成23年度
労働保険年度更新説明会会場

　静岡市内において、地域の産業が抱える課題を
解決することを目的に、大学その他教育研究機関
等（以下、大学等と略称）と中小企業、NPO法人、組 
合、産業活性化グループなどが共同で取り組んで
行なう調査・研究や開発の委託事業を公募します。
■対象事業
地域の企業・業界・産業活性化に係る団体等が、
静岡市の産業、中山間地の活性化、新製品の開発
や事業化、新事業や新市場の進出・開拓、社会・
経済・環境の変化に対応する、などのために大学
等と共同で取り組む調査・研究・開発事業。
■共同研究の構成員要件
静岡市内に事務所（支店を含む）又は工場を持つ
中小企業（個人事業所を含む）、ＮＰＯ法人、組合、
産業活性化を目的とするグループ、などの団体（複
数も可）と原則として県内に立地する大学など（研
究者の単独参加も含む）が参加した構成。
■委託契約限度額と委託件数
₁件あたり100万円（消費税を含む）以下で、委
託件数は₅件程度。
■委託先の選定と契約締結者
研究の構成員要件、事業の目的と目標の適格性、
事業内容の新規性・戦略性、明確性及び事業実現
の可能性、地域産業における緊急性及び波及効果、
他の行政機関等（国、県、市町村、公益法人）か
ら補助金等の交付を受けていない、又は申請して
いない事業等を中心に、審査・選定。
委託契約は、共同研究の中心となる団体と契約締
結。
■公募期間
平成23年₄月₁日㈮ 〜平成23年₅月31日㈫

※郵送の場合は、₅月31日消印
■問合せ先
B-nest静岡市産学交流センター
〒420-0857  静岡市葵区御幸町₃-21ペガサート₆階

Tel：054-275-1655　FAX：054-275-1656
担当：大槻、石垣

　下記日程により労働保険年度更新説明会を開催
しますので、関係書類を持参のうえ最寄りの会場
にご出席下さい。
　なお、各会場とも駐車場に限りがありますので、
車での来場はご遠慮下さい。

署別 開催日時 会　　場 所　在　地

三島

23年6月10日㈮
13時30分 伊東商工会議所 伊東市銀座元町6-11

23年6月16日㈭
13時30分

三島市民文化会館
小ホール 三島市一番町20-5

23年6月17日㈮
13時30分

下田市民文化会館
小ホール 下田市4-1-2

沼津 23年6月10日㈮
14時00分

裾野市民文化センター
多目的ホール 裾野市石脇586

富士 23年6月16日㈭
13時30分

富士市文化会館
（ロゼシアター） 小ホール 富士市蓼原町1750

静岡

23年6月10日㈮
13時30分

清水テルサ
テルサホール

静岡市清水区島崎町
223

23年6月15日㈬
14時00分

静岡市民文化会館
中ホール

静岡市葵区駿府町
2-90

島田

23年6月10日㈮
14時00分

榛原文化センター
大会議室 牧之原市静波447-1

23年6月14日㈫
14時00分

焼津市文化センター
小ホール 焼津市三ヶ名1550

23年6月16日㈭
14時00分

プラザおおるり
ホール 島田市中央町5-1

磐田

23年6月  9日㈭
14時00分

アミューズ豊田
ゆやホール 磐田市上新屋304

23年6月17日㈮
14時00分

掛川市文化会館 シオーネ
大ホール 掛川市大坂7373

浜松

23年6月16日㈭
14時00分 天竜壬生ホール 浜松市天竜区二俣町

二俣20-2

23年6月17日㈮
10時00分 可美公園総合センター 浜松市南区増楽町

920-2

23年6月17日㈮
14時00分 可美公園総合センター 浜松市南区増楽町

920-2

署別 開催日時 会　　場 所　在　地

三島 23年6月  9日㈭
13時30分

三島市民文化会館
大会議室 三島市一番町20-5

沼津 23年6月10日㈮
10時00分

裾野市民文化センター
多目的ホール 裾野市石脇586

富士 23年6月17日㈮
13時30分

富士市文化会館
（ロゼシアター）小ホール 富士市蓼原町1750

静岡 23年6月  9日㈭
14時00分

グランシップ
会議ホール・風

静岡市駿河区池田
79-4

島田 23年6月17日㈮
14時00分

プラザおおるり 
大会議室 島田市中央町5-1

磐田 23年6月13日㈪
14時00分

月見の里学遊館
山梨公民館集会室C 袋井市上山梨4-3-7

浜松 23年6月14日㈫
14時00分 可美公園総合センター 浜松市南区増楽町

920-2

（一般継続事業）

（建設事業）

23年05月号_本文.indd   21 11.4.25   3:49:27 PM



22中小企業静岡 2011.5

賑わい創出のまちづくり
〜商店街のない生活なんて！〜

く み あ い 百 景

め
て
気
付
か
さ
れ
た
」。

本
田
覚
理
事
長
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
成

功
に
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
る
が
、
当
初
は

”組
合
員
の
売
上
が
減
る
の
で
は”

と

い
っ
た
意
見
や
、
出
店
者
と
の
調
整
な

ど
苦
労
も
多
か
っ
た
と
い
う
。

「
組
合
員
の
店
舗
も
、
営
業
時
間
を
早

め
た
り
、
ワ
ゴ
ン
セ
ー
ル
を
す
る
よ
う

に
な
っ
た
り
、
や
る
気
の
向
上
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
街
中
に
は
や
っ
ぱ
り
活

気
が
必
要
！
」。

近
年
、
中
心
市
街
地
に
急
増
し
た
高

層
マ
ン
シ
ョ
ン
の
住
人
も
多
数
訪
れ
て

お
り
、
潜
在
的
な
顧
客
の
多
さ
を
実
感

す
る
結
果
に
も
な
っ
た
。

こ
の
”軽
ト
ラ
市”

に
先
駆
け
て
、

平
成
二
一
年
一
二
月
か
ら
当
組
合
が
仕

掛
け
た
”賑
わ
い
創
出”

事
業
が
『
遠

江
特
鮮
市
場
』
だ
。

組
合
員
事
業
所
の
空
き
店
舗
を
利
用

し
た
”市
場”

に
は
、
東
は
森
町
か
ら
、

西
は
湖
西
市
ま
で
”遠
江”

各
所
か
ら

集
め
た
三
〇
〇
品
目
を
超
え
る
海
の

幸
、
山
の
幸
が
並
ぶ
。
当
初
は
、
地
産

地
消
の
推
進
を
目
的
と
し
た
農
林
水
産

省
の
補
助
金
を
利
用
し
運
営
し
て
い
た

が
、
現
在
は
、
組
合
独
力
で
運
営
し
て

い
る
。

「
な
か
な
か
黒
字
に
は
な
ら
な
い
が
、

三
月
の
温
か
な
日
差
し
が
降
り
注
ぐ
、

土
曜
日
の
お
昼
前
。
Ｊ
Ｒ
浜
松
駅
か
ら

西
の
方
角
に
三
分
程
歩
い
た
市
の
中
心

街
に
、
新
鮮
な
野
菜
や
海
産
物
な
ど
を

荷
台
に
満
載
し
た
”軽
ト
ラ”

三
一
台

が
並
ん
だ
。
普
段
と
は
趣
の
違
っ
た
商

店
街
が
、
産
地
直
送
の
品
々
を
買
い
求

め
る
人
達
で
、
一
層
賑
わ
い
を
見
せ
た
。

全
国
的
に
広
が
り
を
見
せ
る
”軽
ト

ラ
市”

が
、
浜
松
市
の
中
心
街
で
開
催

さ
れ
る
の
は
、
今
回
で
三
回
目
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
中
心
と
な
っ
て
い

る
の
が
、
当
組
合
で
あ
る
。

「
毎
回
、
一
万
人
を
超
え
る
来
街
者
が

あ
り
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
そ
の
数
は

増
え
て
い
る
。
開
始
一
時
間
で
売
り
切

れ
る
店
も
あ
り
、
反
響
の
大
き
さ
は
予

想
以
上
。
生
産
者
の
顔
が
見
え
る
と
い

う
こ
と
が
、
商
売
に
と
っ
て
、
こ
ん
な

に
も
重
要
な
ん
だ
、
と
い
う
こ
と
に
改

お
客
様
か
ら
の
反
応
は
、
す
こ
ぶ
る
良

い
。
安
心
、
安
全
な
品
物
の
良
さ
が
集

客
に
つ
な
が
り
、
組
合
員
の
更
な
る
刺

激
に
な
れ
ば
」。

中
心
市
街
地
の
活
性
化
と
、
地
域
生

産
者
の
活
性
化
の
両
方
が
推
進
で
き
る

事
業
と
あ
っ
て
、
行
政
を
は
じ
め
周
囲

の
期
待
も
大
き
い
。
店
舗
の
看
板
は
、

鈴
木
康
友
浜
松
市
長
が
事
業
の
趣
旨
に

大
い
に
賛
同
し
、
進
ん
で
揮
毫
し
て
く

れ
た
。

組
合
で
は
、
先
の
”軽
ト
ラ
市”

の

常
設
版
と
し
て
当
市
場
を
位
置
づ
け
て

お
り
、
両
事
業
の
相
乗
効
果
も
徐
々
に

表
れ
て
き
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
は
、
地
域
と
の
一
体
性

が
重
要
で
あ
り
、
隣
接
す
る
ジ
ョ
イ
フ

”軽
ト
ラ
“が
運
ぶ
市
街
地
の
活
気
！

地
場
産
品
溢
れ
る『
特
鮮
市
場
』

住　所 〒430-0934
　　　　浜松市中区千歳町70番地の3
理事長 本田 覚
組合員 17社
設　立 昭和59年10月8日
T E L  053-455-3535
F A X  053-455-3538
U R L http://www.mall-st.jp/

浜
松
の
顔
と
し
て
の
商
店
街

▲�市場が“まち”にやってきた!スズキ自動車
の鈴木修会長も視察に訪れたとか…

ライブモール商店街振興組合

▲�中心街に人を呼び戻す“起爆剤”として、期待のかかる特
鮮市場。リピーターの多さは、品質の高さの証明!

s�鈴木浜松市長
の揮毫による
看板
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の
が
あ
る
、
楽
し
い
こ
と
が
あ
る
、
新

し
い
発
見
が
あ
る
。
そ
う
子
供
の
時
か

ら
感
じ
て
も
ら
え
れ
ば
、
大
人
に
な
っ

て
も
き
っ
と
訪
れ
て
く
れ
る
は
ず
」。

「
野
菜
の
お
い
し
い
食
べ
方
や
、
生
産

者
の
苦
労
話
。
そ
れ
が
、
食
卓
で
の
会

話
の
き
っ
か
け
、
食
育
と
な
り
、
家
庭

生
活
の
潤
滑
油
に
な
る
」。

軽
ト
ラ
市
で
耳
に
し
た
生
産
者
と
お

客
さ
ん
と
の
会
話
に
、
本
田
理
事
長
は

商
売
の
原
点
や
楽
し
さ
、
さ
ら
に
は
、

ま
ち
づ
く
り
が
、
家
庭
を
含
め
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
基
本
と
な
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
改
め
て
学
ん
だ
と
い
う
。

「
大
震
災
の
影
響
で
、
多
く
の
イ
ベ

ン
ト
は
中
止
に
な
り
、
人
通
り
は
一
段

と
減
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
こ
う

し
た
時
こ
そ
、
業
界
や
地
域
が
一
丸
と

な
っ
て
、
消
費
者
を
元
気
づ
け
た
い
！
」

大
人
も
、
子
供
も
、
お
年
寄
り
も
笑

顔
の
溢
れ
る
商
店
街
が
、
永
遠
に
存
在

し
続
け
る
よ
う
、
組
合
の
挑
戦
は
続
く
。

ル
・
モ
ー
ル
（
商
振
）
と
は
”モ
ー
ル

街”

と
い
う
連
携
体
を
組
織
し
、
長
年

一
緒
に
活
動
し
て
い
る
。

季
節
行
事
や
「
浴
衣
」、「
音
楽
」
と

い
っ
た
浜
松
の
地
場
産
業
を
テ
ー
マ
と

し
た
イ
ベ
ン
ト
も
そ
の
一
つ
で
、
そ
の

度
に
明
る
い
話
題
を
提
供
し
て
い
る
。

ま
た
、
当
組
合
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
事

業
に
留
ま
ら
ず
、
組
合
員
企
業
の
従

業
員
を
対
象
と
し
た
接
客
マ
ナ
ー
研
修

や
、
元
気
の
あ
る
先
進
商
店
街
の
視
察

な
ど
、
基
本
で
は
あ
る
が
組
合
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
取
り
組
み
を
着
実
に
実
践

し
て
い
る
。

「
ご
多
分
に
も
れ
ず
、
商
店
主
の
高
齢

化
は
大
き
な
課
題
。
若
い
感
性
を
大
切

に
、
い
つ
ま
で
も
浜
松
の
玄
関
口
に
賑

わ
い
を
残
し
た
い
」。

浜
松
市
は
昔
か
ら
”工
業
の
ま
ち”

と
言
わ
れ
、
と
か
く
商
業
分
野
は
影
が

薄
い
感
が
あ
る
。
郊
外
に
大
型
商
業
施

設
が
多
数
あ
り
、
さ
ら
に
、
市
の
中
心

街
で
は
、
百
貨
店
な
ど
大
型
店
が
相
次

ぎ
撤
退
し
、
空
洞
化
は
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
。

「
地
道
に
、
そ
し
て
粘
り
強
く
賑
わ
い

の
芽
を
育
て
な
け
れ
ば
。
ま
ち
づ
く
り

は
、
一
足
飛
び
で
は
で
き
な
い
。

”ま
ち
な
か”

に
行
け
ば
欲
し
い
も

組合活性化情報

▲�理事長になって丸12年。「こんなに長くやると
は思わなかった」と笑う本田覚理事長。豊かな
アイデアと行動力に、周囲からの信頼は厚い

元
気
な
商
店
街
を
永
遠
に
！

平成22年度事業・決算の承認並びに平成23年度事業計画・予算の決定等

13：30～15：30（予定）
会場 ホテルセンチュリー静岡 静岡市駿河区南町18－1

会員の皆様が一堂に会し、平成22年度事業の成果をご確認いただくとともに、新年度の事業の
方向性をお決めいただく機会です。
お忙しいなかとは存じますが、ご出席のほどよろしくお願い申し上げます。
※詳細は、後日書面にてご案内申し上げます。

を開催します。

平成23年6月22日（水）

静岡県中小企業団体中央会は、

平成23年度 中央会通常総会

主な議題
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読者プラザ

私の趣味は読書です。毎日、時間を見つけては
読書をしています。
ジャンルは、ビジネス書や実用書、小説、ミス
テリーなど様々な物を読みます。
以前は時間に追われる毎日で、とても読書など
している時間は無いと思っていました。しかし、
時間は無いのでは無く自ら作るものだと学ばせて
いただいたのも読書からでした。
知識も無く、社会人になってしまったと焦りを
覚えた、10年前。藁にもすがる思いで、読んだ、
ある一冊の本から私の読書生活が始まりました。
1,500円程度で手に入る1冊の本から、少しずつ
吸収した知識は積み重なり、私の知識の一部とな
り、仕事からプライベートまで、自信につながっ
ています。
将来的に、更に成長した自分との出会いを楽し
みに、これからも読書をしていきます。

読書から得るもの

静岡県中部青年中央会

副会長栗山勝訓

●	発行人	／	静岡県中小企業団体中央会	〒420-0853	静岡市葵区追手町44-1	 TEL／054-254-1511　FAX／054-255-0673
	 	 	 東部事務所	 〒410-0881	沼津市八幡町7番1号	 TEL／055-963-4511　FAX／055-963-8307
	 	 	 西部事務所	 〒430-0929	浜松市中区中央1丁目17-19	TEL／053-453-2195　FAX／053-453-2198
●	中央会ホームページ	http://www.siz-sba.or.jp/	●E-mailアドレス	joho-kikaku@siz-sba.or.jp
皆様のご意見をお待ちしております。（TEL、FAX等でもお受け致します。）

中小企業静岡
5月号（通巻690号）

新設組合紹介

平成17年4月、旧伊豆長岡町、韮山町、大仁
町が合併し、伊豆の国市が誕生したことに伴い、
上記3町の水道工事業者が情報交換や親睦事業、
研修事業を主目的に結成した “伊豆の国市上下水
道工業会” が当組合の母体。
構成員はそれぞれ伊豆の国市より指定を受け、
配水管の漏水修理等の工事を受注してきたが、近
年は域外から多くの業者が参入し、価格競争が激
化。競争激化に伴うサービスの低下が懸念されて
いた。こうした事態に対処するため、組織化に踏
み切った。
組合では市の委託を受け、配水管の漏水修理や
メーターの交換業務などの水道工事を共同受注。
漏水修理は年間約200件、メーター交換業務は
約1500件を見込む。
さらに量水器箱、伸縮弁、逆止弁など組合員に
必要な機材や消耗品等を共同購入することで、コ
スト削減にも取り組んでいく。

配水管の漏水修理や
メーターの交換業務を
共同受注
伊豆の国市上下水道協同組合
伊豆の国市

飯田俊治理事長　

今月のトピックスでは、本会が3月下旬から
4月中旬にかけて県内の組合を対象に行った
東日本大震災の影響調査の結果をご紹介した。
県内では直接的な被害こそ多くはなかったも
のの、取引先の被災による原材料･部材などの入
荷遅延や価格の高騰、受注の減少など間接的な
影響が多く見られた。
東部地区の温泉地では計画停電に“自粛ムー
ド”も重なり、宿泊予約のキャンセルが激増して

いる。
「計画停電は止むを得ないが、公平に、明確に、
そして文字通り“計画的”な実施を」という要望
や“過度な自粛ムード”の解消を求める声が多く
あがった。
両者とも経営努力では解決しがたい問題。だ
が“過度な自粛ムード”は一人ひとりの行動で大
きく変わる。節度をもちつつ、“応援ムード”を醸
成することこそ必要ではないだろうか。	（住川）
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